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一般財団法人地域創造では、 地域における創造的な文化 ・ 芸術活動のための環境づくりを目的として、

地方公共団体等との緊密な連携の下に、 地域における文化 ・ 芸術活動を担う人材の育成、 公立文化施設

の活性化支援、 情報提供、 調査研究などの事業に取り組んでいます。

平成26年度からはじまった本事業は、 演劇の表現者 （演出家等） を公共ホールに派遣し、 演劇の手法

を使ったワークショップを実施する事業です。 各参加ホールのプログラムは、 地域のニーズに合わせて自由

に企画され、 学校の授業時間を使って実施するアウトリーチ、 幅広い年代の市民が交流するキッカケにする

ための公募ワークショップ、 公立文化施設 ・ 地方公共団体職員等が文化事業について考えるワークショップ

など、 多彩なプログラムとなりました。

この報告書は、 「令和６年度リージョナルシアター事業」 において実施した事業内容をまとめたものです。

地域の公立文化施設の職員や地方公共団体の芸術文化担当者が、 演劇の手法を活用したワークショップを

企画される際や、 公共ホールの担当者と地域の表現者の共同作業を行う際の参考としていただければ幸い

です。

終わりに、 この事業を主体的、 積極的に実施していただいた実施団体、 事業実施にあたり貴重なアドバイ

スや各地域に寄り添ったプログラムを実施していただいたアーティスト、 その他多くの関係者の皆さまのご協

力により、 事業を終了することができましたことに対して、 この場を借りて厚くお礼申し上げます。

� 一般財団法人　地域創造

はじめにはじめに
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1． 趣旨

一般財団法人地域創造は、 公共ホールの活性化と創造的で文化的な芸術活動のための環境づくりに寄

与し、 あわせて公共ホール職員等の企画 ・ 制作能力の向上と創造性豊かな地域づくりに資することを目的と

して、 演劇の表現者 （演出家等） を公共ホールに派遣し演劇の手法を使ったワークショップを実施します。

2． 対象団体

①地方公共団体

②�地方自治法第244条の２第３項の規定に基づき指定管理者として指定を受け、 公の施設の管理を行う法

人その他の団体

③�地域における芸術文化活動の振興に資することを目的として設立された、公益財団法人等 （②を除く。）

のうち、 地方公共団体が資本金、 基本金その他これらに準ずるものを出資している法人で地域創造が

特に認めるもの

3． 事業内容

派遣された演劇の表現者 （演出家等、以下派遣アーティスト） と協働して地域や対象団体の課題やヴィジョ

ンを元に事業を企画し、 演劇の手法を使ったワークショップを実施します。

①事業日程

原則として３泊４日以内を２回、 または５泊６日以内を１回とします。

なお、 事業実施に向けて打合せやアウトリーチ先の下見等を１泊２日以内で実施します。

②プログラムの実施時間

計840分のプログラムを実施します。

【実施時間の考え方】

〈プログラムの実施時間〉

下見を除いた派遣において計840分のプログラムを実施することができます。 時間の配分は、 実施団

体と地域創造、 派遣アーティストの三者で調整します。 規定の時間数や日数を超えるプログラムの場合

は、 別途謝金や経費が発生し、 実施団体の負担となります。

〈学校でのアウトリーチについて〉

学校 （小 ・ 中 ・ 高校等） の授業枠でアウトリーチを実施する場合、 １コマの時間は、 小学校では45

分×２時限 （90分）、 中学 ・ 高校等では50分×２時限 （100分） を最小限とします。 また、 １コマの対

象人数は１クラス約30人を目途にしています。

事業概要事業概要
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4． 支援措置

（１） 一般財団法人地域創造が負担する経費

①派遣アーティストにかかる経費

�派遣アーティストの下見、 プログラム実施にかかる派遣経費 （謝金、 交通費、 宿泊費等） 及びプログ

ラム実施の際のアシスタント２名分の派遣経費 （謝金、 交通費、 宿泊費等）

（２） 実施団体が負担する経費

①研修会参加にかかる経費

ホール担当者の研修会の旅費 （交通費、 宿泊費等）

②プログラム実施にかかる経費

プログラムを実施する際の経費 （会場使用料、 機材使用料、 現地移動費、 消耗品等）

③その他

規定の時間や日数を超えて実施する場合の謝金や旅費等の経費

（３） その他

派遣アーティストの指定はできません。

5． プログラムについて

各地域の課題に取り組むために、 派遣アーティストが地域で演劇の手法を使ったワークショップを行いま

す。 学校でのアウトリーチ、 地元の演劇人や学校の先生、 行政職員を対象にした研修会や子どもたちを対

象にした演劇に触れる時間、 地元の若い演劇人が派遣アーティストのアシスタントとしてワークショップに関わ

りステップアップを試みるなど、 地域独自の様々なプログラムを自由に企画していただけます。
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派遣アーティストプロフィール派遣アーティストプロフィール

派遣アーティストは派遣先の地域でワークショップを行う講師を務める他、 実施団体の企画する事業の内容について、 実施団

体担当者と共に検討を行うコーディネーターの役割も兼ねます。

多田　淳之介 （演出家、 東京デスロック主宰）

1976年生まれ。 神奈川県 ・ 千葉県出身。 演出家。 東京デスロック主宰。 現代を生きる人々の当事者性をテーマに古典から

現代劇、ダンス、パフォーマンス作品まで幅広く手がける。 地域、教育機関での子どもや演劇を専門としない人との創作、ワー

クショップ、 韓国、 東南アジアとの海外コラボレーションなど、 演劇の協働力を軸にボーダーレスに活動する。 2010年より富

士見市民文化会館キラリふじみ芸術監督に公立劇場演劇部門の芸術監督として国内歴代最年少で就任、 3期9年間務める。

2014年 『가모메 カルメギ』 が韓国の第50回東亜演劇賞演出賞を外国人として初受賞。 四国学院大学、 女子美術大学非常

勤講師。 おもな演出作品に東京デスロック 『再生』、 KAAT神奈川芸術劇場＋東京デスロック＋第12言語演劇スタジオ 日韓

合作 『外地の三人姉妹』、 SPAC静岡県舞台芸術センター 『伊豆の踊子』、 精神障害を考える演劇ワークショッププロジェク

ト 『IKIZAMAミュージックぱーてぃー』 など。

1983年生まれ熊本県出身。 劇作家 ・ 演出家。 田上パル主宰。 桜美林大学文学部総合文化学科卒業。 専門は現代劇。 移

りゆく時代の中で揺らぐ人間やその集団を描き出すのを得意とする。 劇団外でも、 公共劇場プロデュース公演やダンスカンパ

ニーとの合作、 国際共同事業など様々な活動を展開。 近年は全国各地の小学生から高校生までを対象にした作品創作を精

力的に行い、 地域性を生かした演出法に定評がある。 創作型、 体験型、 育成講座まで幅広くワークショップも行う。 2019年

より富士見市民文化会館キラリふじみの芸術監督を1期3年務める。 奈良市アートプロジェクト舞台芸術プログラムディレクター。

芸術文化観光専門職大学助教。 江原河畔劇場芸術監督。

1975年生まれ北九州市出身。 倉本聰主宰 「富良野塾」、泊篤志代表 「飛ぶ劇場」 を経て、2005年 「有門正太郎プレゼンツ」

を始動。 「笑顔になれば何でも出来る」 を合い言葉に作、 演出も務め全国でワークショップやアウトリーチ活動も行っている。

俳優では様々な全国ツアー公演等に参加。高校演劇専科での講師経験を活かし、北九州芸術劇場「日韓合同キャンプ～チャ

レンジ！えんげき～」 の総合演出等も務める。 役者として主な出演作品、富良野塾公演 『今日、悲別で』 『走る』 （作・演出：

倉本聰）、 北九州芸術劇場プロデュース 『錦鯉』 （作 ・ 演出 ：土田英生） 『江戸の青空』 （作 ： 千葉雅子、 演出 ： G2）、 時

空の旅 『シラノ ・ ド ・ ベルジュラック』 （演出 ：永山智行） など。

1975年長崎市生まれ。 劇作家・演出家。 長崎大学教育学部卒。 1997年にF's Company （フーズ・カンパニー） を旗揚げし、

代表と作 ・ 演出を務める。 心の機微を丁寧に描く作風が特徴で、 長崎弁で描かれる作品には独特の温かさが感じられる。

劇団外の活動としては、 長崎市での市民参加型舞台の経験を活かし、 子供から大人までが一緒になって創作を楽しめる空

間作りを大切にし、 地域にある歴史や風習を背景とした作品創作を各地で行っている。 また近年では演劇を活用した様々な

企画やワークショップを行い、 社会の接着剤のような活動も多くなっている。 その他、 「演劇を長崎の娯楽の一つに」 という目

標を実現すべく、 2018年には長崎市内にアトリエPentAという小さな劇場を構え、 ディレクターとしても活動を続けている。 代

表作 『マチクイの詩』 『けしてきえないひ』 『ノイジー』。 日本劇作家協会九州支部 支部長 （2024～）。

劇作家、 演出家。 1999年自身が劇団代表となって 「ニットキャップシアター」 を設立。 以来、 京都を創作の拠点に日本各

都市で公演をおこなっている。楽器や仮面など様々な表現手段でイマジネーションあふれる表現を追求する一方、「街の記憶」

をテーマに地域の歴史や文化を題材にした創作も行っている。 2004年 『愛のテール』 でOMS戯曲賞大賞。 2005年大阪府

枚方市を題材にした 『ヒラカタ ・ ノート』 でOMS戯曲賞特別賞。 2022年サハリン （樺太） の100年の歴史を描いた 『チェー

ホフも鳥の名前』 で北海道戯曲賞大賞。 一般社団法人毛帽子事務所代表理事。

田上　豊 （劇作家 ・演出家、 田上パル主宰）

有門　正太郎 （演出家 ・俳優、 有門正太郎プレゼンツ主宰）

福田　修志 （劇作家 ・演出家、 F’sCompany代表）

ごまのはえ （劇作家 ・演出家、 ニットキャップシアター代表）

©平岩亨



-7-

越智　良江 （劇作家 ・演出家、 劇団ユニットKOKOO主宰）

広島生まれ ・ 東京在住。 劇作家 ・ 演出家。 演劇ユニットKOKOO主宰。 広島で 「劇団Tempa」 を創立し、 作品の創造、

創客に奔走。 その他、 伝統芸能 ・ 神楽をモチーフにした 『贋作 ・ 三年目』、 演劇引力廣島プロデュース公演 『マリーゴー

ルドの女たち』 劇作、 RCCラジオ番組 『ラジプリズム　剣と弓』 作 ・ 演出など。 2016年から （公財） 広島市文化財団佐伯区

民文化センター主催人材育成事業 「さえきキッズ」 指導 ・ 脚色 ・ 演出。 演劇ユニットKOKOO 「ドップラー」 （東京）、 「瀬

戸内国際芸術祭2019」 「直島こども劇団」 （直島）、新潟 「越後妻有大地の芸術祭」 （津南町）、宮古市民文化会館 アーティ

スト ・ イン ・ レジデンス 「三陸AIR／AIR」 2024アーティスト （岩手県）、 「UNMANNED無人駅の芸術祭/大井川」 （静岡県）

など、 各地で活動している。

1979年埼玉県生まれ。 演出家。 百景社代表。 2000年、 大学在学時に劇団 「百景社」 を旗揚げ、 以後ほぼ全ての作品で

演出を担当する。 劇団名の 「百景社」 は、 シェイクスピアなどの古典作品や文学作品をいろいろな角度から読み直し、 今に

も通じる新たな景色を描きたいという思いから名付ける。旗揚げ当初は、拠点である茨城県を中心に野外公演や田んぼのなか、

石組倉庫、庭園など、いわゆる劇場外での上演を多く行なっていたが、2009年に利賀演劇人コンクールで優秀演劇人賞 （演

出） を受賞後、 日本各地や時に海外での上演なども行うようになる。 2013年に茨城県土浦市にアトリエを構えてからは、 自

身の作品創作以外にも、 さまざまな舞台作品を招聘するなどの活動も行なっている。

1995年の劇団Uglyduckling旗揚げ以降、 2011年の解散まで劇団公演32作品の戯曲を執筆する。 同年、 座 ・ 高円寺の 「劇

場創造アカデミー」 演出コースに編入し、 佐藤信氏に師事。 2012年にPlant Mを立ち上げ、 大阪・東京をはじめ仙台・横浜・

豊橋 ・ 雲南 ・ 沖縄など各地で公演。 2011年から2021 年の10 年間、 3 月春分の日に東日本大震災のチャリティリーディング

を行った。 1999年 『深流波～シンリュウハ～』、 2000年 『ひとよ一夜に18片』 でOMS戯曲賞大賞を2年連続受賞、 2012年ラ

ジオドラマ 『飛ばせハイウェイ、 飛ばせ人生』 で放送文化基金賞 （ラジオドラマ部門）。 2019年よりOMS戯曲賞の最終選考

審査員を務める。

志賀　亮史 （演出家、 百景社代表）

樋口　ミユ （劇作家 ・演出家、 PlantM主宰）

＜アドバイザー＞

内藤　裕敬 （劇作家 ・演出家、 南河内万歳一座座長）

岩崎　正裕 （劇作家 ・演出家、 劇団太陽族代表）

©伊藤　華織
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事業の流れ事業の流れ

1 全体研修会全体研修会
令和５年11月13日（月）～14日（火）

2 事業内容の調整・下見の調整事業内容の調整・下見の調整
派遣先への説明、日程調整

3 下見派遣下見派遣（原則１泊２日）（原則１泊２日）

派遣アーティストと地域創造担当者が現地を訪問し、打合せと会場下見等を行う。

4 事業内容の再調整・派遣先との調整事業内容の再調整・派遣先との調整

5 合意書の締結合意書の締結（三者）（三者）

・ ワークショップ実施日程、内容決定
・ 経費負担の取り決め等

6 １回目派遣１回目派遣（原則３泊４日／２回目派遣と合わせて５泊６日も可）（原則３泊４日／２回目派遣と合わせて５泊６日も可）

プログラム実施
（派遣アーティスト、アシスタント×２名、地域創造１～２名）
［１日目］移動・打合わせ、［２日目］実施１日目、［３日目］実施２日目、［４日目］打合せ・移動

7 ２回目派遣２回目派遣（原則３泊４日）（原則３泊４日）

プログラム実施
（派遣アーティスト、アシスタント×２名、地域創造１～２名）
［１日目］移動・打合わせ、［２日目］実施１日目、［３日目］実施２日目、［４日目］フィードバック・移動

8 事業報告書提出事業報告書提出（事業終了１ヶ月後）（事業終了１ヶ月後）
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各地のワークショップ ・ トピック各地のワークショップ ・ トピック

リージョナルシアター事業は、 実施団体とアーティスト、 地域創造の三者が対話をしながら地域やホールの課題や展

望を鑑みてプログラムを作っていきます。

令和６年度の特徴的なプログラムをご紹介します。

学校の授業時間で行うアウトリーチプログラム

子どもへのアプローチとして、 学校の授業時間内で演劇の手法によるワークショップを実施しました。 想像力を使うプログラムで、

子どもたちも先生も、 普段の授業では見られないクラスメイトの新たな一面を垣間見ることができました。

小学校でのアウトリーチ（鳥取県） ホールを活用した中学生アウトリーチ（宇土市）

地域の資源を活かしたプログラム

地域に残る写真や特産品など、 地域資源を活用することで地域の魅力を多くの人に再発見してもらえるようなプログラムを実施。

またモノの活用だけでなく、 地域の歴史や記憶を紐解きながら物語をつくるプログラムや、 地元ボランティアや中学生と協働するプ

ログラムを行うことで、 地域住民の世代間交流につながりました。

昔の地域の写真をもとにした作品創作（西宮市） 地域住民と中学生が「うどん」を通じて交流
（丸亀市）

ホールの魅力を感じてもらうプログラム

市民が事業や文化施設についての理解や愛着を深めたり、 また公演の鑑賞だけではないホールの役割を知っていただくことを

目的に、 公募型のワークショップを実施しました。 普段見ることのできないホールの裏側や施設の歴史を知ることで、 地域やホー

ルの魅力を再発見することができました。

「妖怪」を探しながらホール探検（四日市市） 劇場の歴史をたどる「劇場探検ツアー」（豊中市）
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スケジュール

知多市勤労文化会館（愛知県知多市）　実施データ

派遣 下見派遣 １回目派遣 ２回目派遣

月日 8/6（火） 8/7（水） 11/8（金） 11/9（土） 11/10（日）11/11（月） 1/31（金） 2/1（土） 2/2（日） 2/3（月）

9:00

移動

移動

移動

移動

移動

移動

打合せ 打合せ 準備
10:00

知多市顔合わせ
職員

インリーチ
知多翔洋高校

WS
打合せ

子どもの部
WS

11:00
片付け

12:00
現地写真

撮影

昼食
打合せ

施設見学 現地下見
昼食 昼食 昼食

13:00 市民オーケス
トラWS②

準備 知多翔洋高校
WS 打合せ

準備
14:00

準備
知多翔洋高校

打合せ

打合せ
フィードバック 打合せ

大人の部
WS①

大人の部
WS②15:00

市民オーケス
トラWS①

片付け

WS準備
16:00

打合せ フィードバック 片付け
フィードバック

17:00 片付け
打合せ

移動
18:00

19:00

20:00

21:00

実施団体 知多市勤労文化会館運営共同事業体

実施ホール 知多市勤労文化会館

担当者 高橋克輔（勤労文化会館）、三川原剛・水谷雅寛（指定管理会社・アクティオ（株））

実施期間
下 見 派 遣　令和６年８月６日（火）～８月７日（水）
１回目派遣　令和６年11月８日（金）～11月11日（月）
２回目派遣　令和７年１月31日（金）～２月３日（月）

アーティスト等 アーティスト：樋口ミユ　　アシスタント:ののあざみ、吉川剛史　　アドバイザー：内藤裕敬（1回目派遣）

■下見派遣内容
８月６日 （火）　知多市勤労文化会館にて打合せ

８月７日 （水）　歴史民俗博物館 ・岡田地区写真撮影と情報収集

■１回目派遣内容
11月９日 （土） 10:30～12:30　職員対象インリーチ

　　　　　　　　　　 15:00～17:00　知多市民オーケストラ対象ワークショップ①

11月10日 （日） 10:30～15:30　知多翔洋高校演劇部対象ワークショップ （12:30～13:30昼休憩）

■２回目派遣内容
２月１日 （土）　 13:00～14:00　知多市民オーケストラ対象ワークショップ②

　　　　　　　　　　 14:30～16:30　一般 （大人の部） 公募ワークショップ① 「ちたもん遊び」

２月２日 （日）　 10:30～11:30　一般 （子どもの部） 公募ワークショップ 「ちたもん遊び」　※中止

　　　　　　　　　　 14:30～16:30　一般 （大人の部） 公募ワークショップ② 「ちたもん遊び」



プログラム詳細
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知多翔洋高校演劇部の13名と担当顧問の先生１名に参加していただ

きました。 翔洋高校演劇部の毎日のルーティンから始まったワークショッ

プでしたが、 普段の部活の仲間たちと、 与えられた課題に対し笑いを交

えながら、戸惑いながらも積極的に楽しんでいるようでした。 実施後も残っ

ていろいろと樋口さんやののさんに質問している姿が見受けられました。

次回２回目派遣の実施日には予定の調整がつきませんでしたが、 今後

様々なイベントでも連携出来るつながりを持つことが出来たと思います。

知多翔洋高校演劇部対象ワーショップ
11月10日（日）10:30～15:30
会場：知多市勤労文化会館
参加者：14名

次回２回目派遣のサポートに来ていただくために、 知多市民オーケスト

ラの管楽器 ・ 弦楽器のメンバー８名に参加いただきました。 普段から仲

が良くチームワークの整ったメンバーであったため、 臆することなく意見で

きる環境下にあったと思います。 「物語に音をつける」 という事に関して

はオケのメンバーの意見として、 「楽譜がないと何の音を出していいかわ

からない」 や、 「出来そうかな」 と思っている方など様々でした。 「音楽」

として楽譜を必要とする考え方と、 効果音としての楽器の利用という感性

の違いも今回の 「表現」 としての個性の差であると感じました。

知多市民オーケストラ対象ワークショップ①
11月９日（土）15:00～17:00
会場：知多市勤労文化会館
参加者：８名

この会では勤労文化会館職員を参加メンバーとしたインリーチを実施し

ました。 勤労文化会館で長くボランティアとして活動してくださっている２

名にも参加いただきました。 実際に体験することで、 今回のイベントの概

要を把握できるきっかけになったものと思いました。 参加した職員やボラ

ンティアの方からは、「もっと難しいものを想像していたが、とても楽しめた、

面白い」 との感想があり、 思っていたよりもハードルが低いことを実感しま

した。

職員対象インリーチ
11月９日（土）10:30～12:30
会場：知多市勤労文化会館
参加者：４名
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一般（大人の部）公募ワークショップ①「ちたもん遊び」
２月１日（土）14:30～15:30
会場：知多市勤労文化会館
参加者：６名

大人の部初回は、 一般参加者２名と職員３名、 ボランティアメンバー１

名が参加する形で進められました。自分の声を意識して聞いてみるといっ

た内容から始まり、 ここでは各々が思っている以上に発せられた声からは

様々な捉え方が出来ることを感じました。 その後、 それぞれの参加者た

ちが作り上げた物語が、 チームとして重なり合うことで面白味が増して参

加者の意欲向上につながっていったと感じました。

一般（子どもの部）公募ワークショップ「ちたもん遊び」
２月２日（日）10:30～11:30
参加者：０名

通常の告知に加え、 ちたUMEブラスメンバー等個別交渉しましたが参

加申し込み者はいらっしゃいませんでした。 （写真掲載なし）

東海市横須賀高校演劇部の生徒３名と一般参加者２名、 職員３名で

実施いたしました。 緊張気味であった参加者も徐々に積極性が高まって

いる様子がうかがい知れました。 演劇部の生徒さん達は、 ワークショップ

終了後には照明や音響装置にも興味を持たれて、 今後のイベント企画の

参考になったと思いました。

一般（大人の部）公募ワークショップ②「ちたもん遊び」
２月２日（日）14:30～16:30
会場：知多市勤労文化会館
参加者：８名

知多市民オーケストラのメンバーからフルート ・ クラリネット ・ ビオラ奏

者の３名が参加され、それに加えて職員３名も参加させていただきました。

音楽に対する受け止め方の違いがあるものの、 音から感じるメッセージに

ついては全員感じ方が一致するなど、 感覚の共有にも触れることができ

たと思います。 オーケストラのメンバーが即興で、 楽しい音や悲しい音な

どを楽器で表現されるのはさすがだなと感じました。 この音が一般公募

ワークショップ 「ちたもん遊び」 に活かされれば、 とてもユーモア溢れる

発表になり、 面白そうといった好印象な部分も感じ取れました。

知多市民オーケストラ対象ワークショップ②
２月１日（土）13:00～14:00
会場：知多市勤労文化会館
参加者：６名
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●この事業への参加動機
音楽コンサートが中心であった勤労文化会館の他の分野での文化向上の第一ステップとして、 リージョナルシア

ター事業でインリーチを実施し、 これに連鎖する形で公募によるワークショップの開催を実施して知多地域へ音楽以

外の文化部門の活動を活性化させることを目的に進めていくものと考えています。 また地域との繋がりをより一層広

げていけるような取り組みを行いたいと考えています。

●企画・実施において苦労した点
前任者が単独で進めていた案件であり、 引継ぎの不十分さに加え、 クラシック音楽の催し物が中心であったため

企画内容の理解が進まないことで周辺告知が説得力に欠けるものとなり 「一体何をするのか」 をうまく説明できなかっ

たと感じています。

催し物として 「音楽コンサート」 や 「人形劇」 「落語」 など、 単語で相手に伝わるようなイベントではないことが、

告知の大きな壁となりました。 このため参加者が閉鎖的なメンバーになってしまい、 知多翔洋高校演劇部の皆さん

が参加されたことでイベントはいい形で実施できましたが、 次回一般公募による開催においては、 「一体なにをする

のか」 「何のイベントなのか」 を理解していただけるよう配慮する必要があると感じました。

●プログラムを実施した成果
１回目派遣の２日目に参加いただいた知多翔洋高校演劇部の生徒の皆さんは開始時間早々に、 おそらく普段の

部活動で活動開始前おこなっていらっしゃるであろうストレッチや瞑想などのスタートアップ ・ ルーティンを実施されま

した。 樋口さんや私共文化会館のスタッフもこれに参加させていただくことで、 イベントの開始とチームの一体感を感

じ取ることができました。 あらかじめ知多翔洋高校の皆さんにお願いしていた進行スタイルではありませんが、 自発

的にこれを行っていただいたことは生徒さんたちの積極性や学びを求めている姿勢がうかがえて、 その後にいい影

響を与えたものと感じました。 プログラム終了後に担当顧問の先生にもお話を伺いましたが、いつもとは違った視点・

考え方など新鮮な気持ちで受け止めることができたので生徒たちにとっても貴重な体験ができたものとして高く評価

いただきました。実際に終了後に樋口さんやののさんに個別に質問している生徒さんも数名いらっしゃいましたので、

ここでも参加者の積極性を感じ取ることができました。 今回のイベントの参加メンバーとして高校の演劇部の生徒さん

をピックアップしたことは正解であったと思います。

２回目派遣においても集客には大変苦戦することになりました。 他の催し物と同じようにチラシの配布や広報ちた

等の紙面告知 ・ SNSへのアップなど実施しましたが、 問い合わせ等もない状態で急遽個別交渉を始めることになっ

てしまいました。 その中で横須賀高校の生徒さんが参加されたことや、 お電話で近隣高校とのコミュニケーションが

図れたことも今後につながるきっかけとなったと感じました。 参加された横須賀高校の生徒さんが照明や音響に興味

をいだいており、 なかなかそういったものに携わる機会が少ないため、 また来たいと仰っておりました。 バックステー

ジツアーなどの事業のアイデアに繋がると感じました。

●今後の展望
一般公募における問題点である 「一体何をするのか」 「何のイベントなのか」 をうまく理解させることができるように

広報活動を実施することで、 知多翔洋高校演劇部の生徒さんのような積極性をもった参加者が集まっていただければ

ワークショップは理想的な形で実施できるものと思います。 当初 「読書会」 という触れ込みでこのイベントを説明して

いましたが、 残念ながらこの言葉では満足のいく共有意識を作り上げることができませんでした。 従ってこの表現にこ

だわらずスタッフとも相談を進めて、 うまく伝えられるよう言葉を選んで告知活動を進めることが重要であると思います。

また 「ワークショップ」 という言葉に対して拒否感を感じてしまう人が多くいる現実を早い段階で理解して対応すべ

きであったとも反省しています。

今回演劇という、我々があまり関わってこなかったジャンルへのチャレンジではありましたが、いろいろな発想があっ

ていいのだと考えさせられ、 今後に活かしていけると思っております。

今後としては、 バックステージツアーや、 照明音響体験、 照明音響体験に参加した方とダンスや演劇とコラボ発

表会など企画していければと思います。

担当者の報告・評価
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日常は刺激に溢れている

樋口ミユ

地方の公共ホールが担うべき芸術的役割を全うできている会館は、 一体どのくらいあるのでしょうか。 地域課題解

決がリージョナルシアター事業の目的のひとつではあるけれど、 それ以前にとても大きな課題がある。 市民につなが

る前に、 市民に届ける前に、 公共ホールが存在しているその市の考えと、 指定管理というシステムが 「創造性」 を

阻む大きな壁なのだなと、 今回担当した知多市勤労文化会館で感じました。

知多市民オーケストラの皆さんとの音のワークショップ、 高校演劇部の部員たちとのワークショップ、 市民参加の

お話の創作と朗読のワークショップなどは、 知多市勤労文化会館にとって地域と未来に繋がる可能性を見出せたと

感じました。 しかし、 １回目派遣の職員向けのインリーチに、 担当者以外の会館の職員の方の参加がなかったこと

がとても残念でした。 この状態であるからこそ必要なインリーチであったのですが成就はしませんでした。 演劇の手

法を使い、 地域課題に着手するのが本来のリージョナルシアター事業の目的ですが、 今回は担当者である３名の方

の心に 「想像の種」 を植えることが、最も重要なミッションなのだと思うようになりました。 告知もままならなかったので、

参加人数は少なかったけれど （一つは参加者ゼロで中止になりました） ２回目派遣のすべてのワークショップに３名

とも参加をしていただき、 市民の方と交流を持ってもらいました。 ただ見ているだけではなく、 市民の方に楽しんでも

らうために自ら主体となって取り組む姿勢が、 ほんの少し彼らの中に芽生えたような気がしました。 劇場はシステムで

はなく人だから、 担当している人の心に創造性があるのなら、 それはきっと事務所の他の職員にも波及して、 やが

て館を利用してくれる市民にも必ず届いていくと思います。 けれど、 今の指定管理のシステムにおいては人件費削

減のために少ない人数で館を回さなければならない。 日常の事務作業、 ルーティーンは劇場が持っている本来の

創造性を削り取っていくことが多々あるのだと感じました。 創造性を持ちたくても持てない現実も、 確かにある。 しか

し館の職員こそ創造性をなくしてはならないと思うのです。 ワークショップに参加してくれた高校生の男の子の感想の

言葉を、 知多市勤労文化会館の方々にもう一度伝えて２回目の派遣を終えました。

「日常は刺激に溢れている」

できればこのリージョナル熱が冷めないうちに、 知多市勤労文化会館の誰かが、 ぜひステージラボにでも参加を

してもらいたいと願います。 「創造性」 を阻む壁を薄く柔らかくしていくためには、 現場からの抵抗を始めてもらうこと

が小さな一歩なのだと思うのです。

アーティストレポート
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スケジュール

実施団体 公益財団法人四日市市文化まちづくり財団

実施ホール 四日市市文化会館・三浜文化会館

担当者 油田 晃

実施期間
下 見 派 遣　令和６年５月16日（木）～５月17日（金）
１回目派遣　令和６年９月26日（木）～９月29日（日）
２回目派遣　令和７年１月17日（金）～１月20日（月）

アーティスト等
アーティスト：志賀亮史　　アシスタント:山本晃子、国末 武（１回目派遣）、小林風生子（２回目派遣）
アドバイザー：岩崎正裕（１回目派遣）

■下見派遣内容
５月16日 （木）　四日市市文化会館 ・三浜文化会館下見、 打合せ

５月17日 （金）　四日市市内 （町並み ・港など） 視察、 打合せ

■１回目派遣内容
９月27日 （金） 13:00～15:30　財団職員 ・文化行政担当職員を対象とした演劇ワークショップ体験

　　　　　　　　　 16:00～17:30　職員対象インリーチ 「文化会館での展開をどう考えるか」

９月28日 （土） 13:00～15:00　大学生対象ワークショップ 「演出とはなんだろう～ロミオとジュリエットをやってみる～」

■２回目派遣内容
１月18日 （土） 13:00～16:00　若手職員企画ワークショップ 「よっかいち空想まちあるき」

　　　　　　　　　 18:00～20:00　タウンミーティング 「四日市のことを語ろう」　　

１月19日 （日） 13:00～16:00　一般公募ワークショップ 「よんぶん妖怪探検隊」　　

派遣 下見派遣 １回目派遣 ２回目派遣

月日 5/16（木） 5/17（金） 9/26（木） 9/27（金） 9/28（土） 9/29（日） 1/17（金） 1/18（土） 1/19（日） 1/20（月）

9:00

移動 移動
移動

泗翠庵準備

移動

10:00

市内視察
次回打合せ 打合せ・文

化会館準備文化会館準備
11:00 打合せ 打合せ

12:00
準備 準備 受付 受付

13:00 泗翠庵見学 財団職員・文
化行政担当職
員を対象とし
た演劇ワーク
ショップ体験

大学生対象
ワークショップ よっかいち

空想まちあ
るき

よんぶん
妖怪探検隊

移動

14:00
四日市市文化

会館下見
三浜文化会館

下見

打合せ

打合わせ 打合せ・まち
あるき下見15:00

16:00
職員対象

インリーチ
文化会館での展開
をどう考えるか

打合せ

片付け

準備
17:00 反省・フィー

ドバック打合せ
受付

18:00 タウンミー
ティング「四
日市のこと
を語ろう」19:00

20:00

21:00

四日市市文化会館・三浜文化会館（三重県四日市市）　実施データ
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今回のリージョナルシアター事業では、 財団職員等を対象としたワーク

ショップを開催後、 話し合うという形で、 「文化会館での展開をどう考える

か」 ということをグループに分かれ検討してもらいました。

まず、 私たちの会館のある四日市市の 「良い所」 をみんなで意見を

出した後、 「よんぶん （四日市市文化会館） の良い所」 「ここが変だよ、

よんぶん」 の意見を出し合います。 事業 ・ 管理 ・ 経営企画など様々な

部署から集まったメンバーから出る意見に気付かされることが多くありまし

た。

その上で「100年後のよんぶん」がどんな姿になっているかを、各グルー

プが話し合い、 発表しました。

普段なかなか話し合うことのないメンバーが集まり、 様々な意見を出し

あう機会をつくったことから、 今後さらなる展開が産まれるのではないかと

思いました。

職員対象インリーチ「文化会館での展開をどう考えるか」
９月27日（金）16:00～17:30
会場：四日市市文化会館 第１リハーサル室
参加者：８名

「ワークショップ」 という言葉は知っていても、 実は財団職員 ・ 文化行

政担当職員が実際にワークショップを体験してないのではないだろうか？ 

という素朴なギモンから、 では実際に体験してみようと開催をしました。

自己紹介をした後、リハーサル室内にある 「色」 や 「形」 を探します。

その後、 「ジャンケンで負けたら相手の手をつかむ」 というゲームが大混

乱。 「勝つと何かできる」 と普段思い込んでいるだけに、 分かっていても

身体が動いてしまいます。 次に志賀さんがプロジェクターに映し出したの

は 「ウサギにも鳥にも見える絵」、 「老婆にも妙齢の女性にも見える絵」、

そして普通のスナップ写真をじーっと見てゆくと目や口や鼻 ・ 形を想像し

てそれぞれの 「妖怪」 が見えてきます。

そこからグループに分かれ、 ホール内を歩きながらの 「妖怪」 探し。

楽屋や舞台袖・客席・ホワイエ、 いろんな所から 「妖怪」 を見つけます。

写真に収めたものをプリントアウトしたあと、 それぞれが 「妖怪探検隊調

査報告書」 を作成。 報告書をシェアしながら、 感想や意見を述べ合いま

した。 バックステージツアーでもある妖怪探検隊、 ホールを知っている職

員が体験したにも関わらず、 グループで取り組み、 それぞれ見え方の違

いを知ることで、 コミュニケーションが豊かになったと思いました。

財団職員・文化行政担当職員を対象とした演劇ワークショップ体験
９月27日（金）13:00～15:30
会場：四日市市文化会館 第１リハーサル室
参加者：８名
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大学生対象ワークショップ「演出とはなんだろう～ロミオとジュリエットをやってみる～」
９月28日（土）13:00～15:00
会場：四日市大学 スタジオ・構内
参加者：４名

会場を四日市大学のスタジオに移して開催したのは 「演出とはなんだ

ろう～ロミオとジュリエットをやってみる～」。 シェイクスピアの名作 「ロミオ

とジュリエット」 のバルコニーのシーンをテキストに 「演出をする」 というこ

とを考えてみようというもの。 スタジオ内で自己紹介を行った後、 ２チーム

に分かれ、 バルコニーのシーンをどんな場所で上演するか、 スタジオ内

や大学構内を見学。

上演する俳優への指示に最初のうちは戸惑っている参加者も、 段々と

表現したいことを説明して 「このセリフの時に、 ここまで歩くことができま

すか？」 などといった指示を与えながら作っていきます。

そして発表。 バルコニーを実際に使ったり、 階段を使った演出などそ

れぞれのチームで取り組んだ 「ロミオとジュリエット」 を上演しました。

振り返りでそれぞれの感想を述べながら、 「演出」 の面白さや難しさを

体感することができました。

若手職員企画ワークショップ「よっかいち空想まちあるき」
１月18日（土）13:00～16:00
会場：四日市市文化会館 第２リハーサル室・四日市市茶室泗翠庵
参加者：15名

「よっかいち空想まちあるき」 は、 一般参加者15名を迎えて開催されま

した。まず、四日市市文化会館でワークショップが行われ、街中にある様々

な「よく考えれば不思議なモノ」の例を志賀さんが写真で見せていきます。

「街の中にある 『なぜこんなものが、 どうして？』 という不思議な痕跡を見

つけてください」 をスタートに、 ３つのグループに分かれ、 約１キロ先に

ある茶室泗翠庵までを散策。 道中で見つけた様々なモノをカメラに収め

ていきます。

１時間ほど散策し、 到着した茶室泗翠庵でお抹茶と和菓子のもてなし

を受けました。 その後、 撮影した写真から選び出した１枚から、 その不思

議な痕跡はどんな人が関わってできたのか、 空想していきます。 「名前」

「性格」 「不思議な痕跡はどうしてできたのか」 などなどを記入しながら、

それぞれが四日市にいるかもしれない人物に思いをはせました。 発表で

は、それぞれの空想から生まれた人物を見ながら 「あそこの建物ね」 「あ

の場所だ」 などの声があがり、 見知らぬ参加者同士でありながらコミュニ

ケーションも活発となりました。 普段の風景も、 空想という視点を取り入れ

ることで違って見えるし、 またその空想には不正解はない。 「空想」 まち

あるきになったと思いました。
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タウンミーティング「四日市のことを語ろう」
１月18日（土）18:00～20:00
会場：四日市市文化会館 第２リハーサル室
参加：14名

タウンミーティング 「四日市のことを語ろう」 では、 四日市市で活動さ

れる様々な方をお迎えしました。 普段、 文化会館を使用して活動される

芸術家、 美術家 ・ 陶芸家といった方々から、 地元石けん会社の社長、

商店街の理事長、 こどもの活動をするNPOのみなさん、 介護士の方など

14名が、軽いアイスブレイクのあと、まずは 「四日市の良い所」 を各グルー

プで話し合い。 それぞれに意見を出していただいた後、 今度は 「四日

市のよくない所」をミーティング。良いところ以上に活発な議論となりました。

そして 「100年後の四日市はどうなっているか？」 を考えることに。 「首都

になってる」 「公害のまちというイメージから真逆の自然エネルギーを使っ

たまちになる」 などの意見が出ました。 終了後も、 参加者が名刺交換を

したり 「今後、 何かできるといいですね」 というお話があったり、 劇場が

地域のコミュニティを繋げ、 発展していく役割担うことを認識させるミーティ

ングとなりました。

一般公募ワークショップ「よんぶん妖怪探検隊」
１月19日（日）13:00～16:00
会場　四日市市文化会館 第１ホール・第１リハーサル室
参加者：30名

妖怪探検隊は、 ９月の１回目派遣でも職員研修で行われたもの。 ２回

目の開催となったこの日、 親子30名が参加。 ウォーミングアップで 「色探

し」 や 「形探し」 を行った後、 プロジェクターに 「ウサギにも鳥にも見え

る絵」 が映され、 そして街の風景の写真からも目や口や鼻 ・ 形を想像し

てそれぞれに 「妖怪」 が見えることに気付きます。 こどもたちのグループ

と親のグループに分かれて、 第１ホール内を歩きながら 「妖怪」 を探し

出します。 親のグループのファシリテーターは、 ９月に研修を受けた若手

職員が担当。 ９月開催時からの改善も行い、 照明ブースの見学なども行

えるようにしました。 歩いた後、 記録した写真から 「妖怪探検隊調査報

告書」 を作成する妖怪写真を選び出し、 記入。 全部で60近い妖怪が第

１ホールから見つけ出されました。 志賀さんが、 それぞれの妖怪の特徴

などを紹介しながら参加者と共有。

単なるバックステージツアーではなく、 「妖怪を見つける」 という観点で

進めることで、 親子それぞれが見つけた妖怪を見せ合ったり、 「こんな所

にもいたか！」 と子どもたちの発想力の凄さに大人が驚いたりと大いに盛

り上がりました。
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●この事業への参加動機
四日市市文化会館は1982年に開館した施設で、 40年以上三重県北勢地域の中心的なホールの役割を担ってき

ました。 これまで演劇事業等も展開してきましたが、 作品を製作 ・ 上演することからさらなる発展や繋がりができて

いるという状況になっていないことに気付きました。 これはどういうことなのだろうか？ まずは演劇という手法を使って

できることは何かを知ることではないか、 また当会館の職員も 「演劇という手法」 を共有することが大事ではないか、

そこから展開できることを話し合うということが必要なのではないかと考え、 参加しました。

●企画・実施において苦労した点
実際に四日市で 「演劇という手法」 を使って何を展開すべきなのか、 ひたすらこれを志賀さん、 地域創造の皆さ

んとのミーティングでは悩み続けた気がします。 話し出せば、 四日市の事業の抱える課題、 会館として抱える問題

などなどいろいろ出るも、 あまり結論は出ず、 しかし、 何度か行ううちに 「こうやればいいんじゃないか？」 「こういう

ことを考えてはどうだろう」 と手掛かりが出てきて、 また問題や課題の共有が進むにつれ、 「じゃあ、 こうしましょうか」

と繋がっていきました。 開催後、 志賀さんからの 「丁寧にもめましたね」 という言葉にある通り、 現状を把握し、 課

題を見つけ出し、それをどのように具現化するかを考える有意義な時間になったと今、振り返って思います。 インリー

チで研修を受けたものを今度はアウトリーチ事業として展開することや、 若手職員が企画したワークショップ事業の開

催など、 志賀さんが何度も丁寧に聞き取り、 提案頂けたことが実施に繋がったと思います。

●プログラムを実施した成果
９月の１回目のインリーチでは、 当館の職員を対象に行いました。 普段職場で顔は合わせていてもあまり話すこと

のないメンバーが集まり、 ワークショップを行うことの効果は大きかったと思います。

「四日市市文化会館の良い所 ・ 悪い所」 を話し合う所では、 意外にも多くの人が同じ問題点を感じており、 また

文化会館の仕事に誇りを持ち、 文化会館を愛しているということも理解できたのは大きな収穫です。

２回目のワークショップは、 若手職員を中心に企画 ・ 事業開催を行なうこととなりました。 企画を立て、 広報や準

備を行い、下見をし、いよいよ当日、一般参加者がやってきてワークショップが始まる。 一つの事業をアーティスト （志

賀さん） に寄り添いながら遂行していくという作業は、 大きな経験を積めたのではないかと思いました。 今後の自主

事業の製作や、 アーティストと共に催事を行うために大切なことは何かを教えて頂いた気がします。

また、 ２回目に開催したプログラムは、 普段劇場にあまりお越しにならない方にどのように来てもらうかというのを意

識したものでした。プログラムは全て締めきりになるほどの応募を頂き、また開催内容も楽しんで頂けたと思います。「劇

場ができること」 についても気付きを得られました。

●今後の展望
「演劇という手法」 の大きく良い所は、 「正解ではない」 という所にあるのではないかと思いました。 そこで表現さ

れたこと、考えたことは 「一つの答え」 であっても 「正解」 ではないので、それは 「間違い」 でもないということです。

そのことによりどんな発表でも、 参加者はリスペクトして聞いているし、 反応しているということでした。 会館として、 ア

ウトリーチ事業を市民に展開する中で、 この感覚を持っているということはとても重要なことだと思います。

また、 私どもは四日市市文化会館の他に、 練習場施設の三浜文化会館、 茶室である泗翠庵 （しすいあん） の

運営も行い、 その施設連携に取り組んでいます。 今回のリージョナルシアター事業ではそういう点でも取り組ませて

頂き、 劇場や施設ができることはまだまだあるのだなと思いました。

市民が芸術文化と触れ合うことでよりうるおいのある生活ができるよう寄与して参りたいと思います。

担当者の報告・評価
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アーティストレポート

事業を通して感じた可能性

志賀亮史

四日市市文化まちづくり財団は、 市内のいくつかの場所を管理運営していますが、 文化事業では、 四日市市文

化会館と三浜文化会館、 お茶室である泗翠庵を軸に事業を行っています。

扱っている施設も複数あり、 すでに行っている事業もあり、 最初、 どこでどんなことをやるのか、 アートディレクター

の油田さんとだいぶ悩みました。 けれど、 何度か話すうちに、 財団内でインリーチを行い、 目的や意識を共有した

いこと、 油田さん以外にも事業を回せる若手職員を育成する機会にしたいこと、 また今まで出会っていなかった層に

アプローチしてみること、 という３つのテーマが見えてきました。 そこで、 会場のメインは、 四日市市文化会館にして、

１回目派遣は、 財団職員向けのインリーチをメインに、 ２回目派遣は、 若手職員が主体となるプログラムを含めた、

さまざまな対象向けの公募ワークショップを行うこととしました。

インリーチでは、 私が行っている小学生向けのプログラムを体験してもらう前半と、 四日市のことや文化会館につ

いて話し合う後半と、 ２つのプログラムを行いました。

前半では、 会館内を探検、 妖怪に見えるものを探して写真に収め、 オリジナルの妖怪をつくってもらいました。

自分たちの職場をいつもと違う目線で観てみることで、 参加者それぞれの発見があったように思います。

後半では、 四日市や文化会館のいいところや残念なところ、 文化会館の未来といった議題をもとに話し合ってもら

いました。 他部署の職員同士の交流や、 他世代の交流などが起こり、 盛り上がった話し合いとなりました。

さまざまな対象に向けたプログラムは、 下記の４つを行いました。

①大学生対象ワークショップ （１回目派遣）

②若手職員企画ワークショップ 「よっかいち空想まちあるき」 （２回目派遣）

③タウンミーティング 「四日市のことを語ろう」 （２回目派遣）

④一般公募ワークショップ 「よんぶん妖怪探検隊」 （２回目派遣）

①は、 若い世代とのつながりを求めて、 四日市大学に出張して大学生対象のワークショップを行いました。 こちら

は宣伝の難しさなどがあり、 大学生の参加者が１名と課題は残りましたが、 大学側との連携のきっかけづくりや、 大

学生の実態を知る機会として、 収穫があったのではないかと思います。

②、 ④に関しては、 研修会から参加していた岩阪さん、 ４月から入った轉法輪さん、 山内さんの若い職員３名が

活躍。 １回目派遣までは、なにをしたらいいか手探りのようでしたが、２回目派遣では、チラシづくりやまちあるきのルー

トづくり、 当日運営、 館内を案内するファシリテータ役など、 中心となって動いてくれました。 目的のひとつであった

若手の育成、という部分では成果があったのではないでしょうか。 また、どちらのプログラムも想定以上の応募があり、

今までとは違う層との出会いもありました。 ④では、 文化会館を市民に知ってもらうひとつの方法として、 今後も続け

ていきたいという話も出ましたので、 今後の発展が楽しみです。

③に関しては、 油田さんが気になっている街のキーマンに声をかけて、 十数名の参加者が集まりました。 四日市

のいいところや残念なところ、 未来を空想する、 などの議題を話し合いましたが、 芸術分野だけでなく、 介護士や

建築家、 萬古焼の作家など幅広い分野の方がいたため、 興味深い意見が多く出ました。 四日市という街が持つポ

テンシャルを感じましたし、 文化会館が鑑賞や発表の場という機能だけでなく、 街のなかで、 人々をつなぐ場にもな

りうるという可能性を感じました。

悩む時間もありましたが、 終わってみれば、 全体として収穫の多いリージョナルシアター事業になったのではない

かと思います。

最初、 若手職員３人に四日市やホールの魅力を聞いても、 ネガティブな話が多かったのですが、 プログラムを行

なったことで、 私自身四日市のよいところや可能性を感じることができましたし、 職員のみなさんも発見しているように

感じられたのは、 とてもよい経験でした。

　もともとさまざまな事業を行なっている四日市ですので、 今回で得た経験を生かして、 より地域のなかで存在感

を示すホールになっていってほしいと思います。
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スケジュール

豊中市立文化芸術センター（大阪府豊中市）　実施データ

派遣 下見派遣 １回目派遣 ２回目派遣

月日 4/24（水） 4/25（木） 10/10（木）10/11（金）10/12（土）10/13（日）12/10（火）12/11（水）12/12（木）12/13（金）

9:00

移動 移動 移動
10:00

打合せ

移動
11:00 会場準備 会場準備 打合せ

12:00

移動

会場準備 会場準備

13:00 全体打合せ 全体打合せ アーティスト
職員対象①
アウトリーチ

体験
こども

リポーター 全体打合せ

職員対象③
ヒアリング

WS
劇場探検
ツアー①

14:00
中ホール

下見
舞台打合せ

15:00

舞台仕込み
店舗打合せ

16:00 打合せ
会場準備

17:00

移動

打合せ 職員対象②
コミュニケー
ションプログ

ラム体験

劇場探検
ツアー②フィードバック

18:00 中ホール
下見

劇場探検
ツアーGP19:00

フィードバック
20:00

最終打合せ
21:00

実施団体 豊中市市民ホール等指定管理者（代表団体：株式会社JTBコミュニケーションデザイン）

実施ホール 豊中市立文化芸術センター

担当者 齊藤あかね

実施期間
下 見 派 遣　令和６年４月24日（水）～４月25日（木）
１回目派遣　令和６年10月10日（木）～10月13日（日）
２回目派遣　令和６年12月10日（火）～12月13日（金）

アーティスト等 アーティスト：有門正太郎　　アシスタント:加賀田浩二、門司智美

■下見派遣内容
４月24日 （水）　打合せ、 下見 （中ホール）

４月25日 （木）　打合せ

■１回目派遣内容
10月11日 （金） 13:00～15:00　アーティスト ・ 職員対象インリーチ① 「演劇的手法を使ったアウトリーチの体験」

　　　　　　　　　　 17:00～19:00　職員対象インリーチ② 「演劇的手法を使ったコミュニケーションプログラムの体験」

10月12日 （土） 13:00～17:00　「こどもリポーター」

■２回目派遣内容
12月11日 （水） 13:00～15:00　職員対象インリーチ③ 「ヒアリングワークショップ」　

12月12日 （木） 13:00～15:00　劇場探検ツアー①

　　　　　　　　　　 17:00～19:00　劇場探検ツアー②
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職員対象インリーチ②「演劇的手法をつかったコミュニケーションプログラムの体験」
10月11日（金）17:00～19:00
会場：豊中市立文化芸術センター　アクア音楽室
参加者：６名

２回目は、 他館職員との関係を深める機会としてコミュニケーションに

重きを置いたワークショップを実施した。

１回目と同じ名前を呼び合うワークをして打ち解けた雰囲気をつくった

のち、次のワークを実施した。①２人１組になり、互いの左右の指１本を使っ

て２本の割りばしを床から頭上まで持ち上げる。②参加者全員が円になり、

１枚のティッシュを早く受け渡す。 ③鬼に扮した有門氏を全員が協力して

座らせないようにする 「椅子取りゲーム」。

様々なアイデアが出る中で参加者それぞれの個性や強みに直接触れ

ることができ、 互いを深く知る機会となった。 また、 参加者は試行錯誤を

しながら各ワークの課題に向き合うことで、 集団として一体感を高めること

ができた。 ワークショップ終了後も個々人で会話が生まれたことから、 今

後もこうした関係性が継続されることを期待出来ると考える。

豊中市立文化芸術センターを含む市内文化施設４館一体の指定管理

を行う豊中市市民ホール等指定管理者は事業運営、 舞台技術、 施設管

理の各部署を担う３社からなる共同企業体である。 そのため、 勤務場所、

業務領域の違いもあり、 普段から情報共有や円滑なコミュニケーションを

取ることに難しさを感じていた。 そこで、 リージョナルシアター事業を通し

て各施設、 部署の垣根を越えた交流を深めるきっかけになればと考え、

職員向けワークショップを３回実施した。

１回目は演劇的手法を使ったアウトリーチプログラムの体験とその効果

を考えるきっかけとして、 当館登録アーティストと職員を対象に行った。

参加者が円になって名前を呼び合うことから始まり、 ういろう売り、 色鬼、

自分が落ち着く場所を探す等のアイスブレイクを実施。 その後、 想像を

膨らませるワークでは、 事前に撮影された写真に参加者それぞれが思い

浮かんだイメージを描き加え、 同じ写真でも豊かな発想が生まれ、 個性

あふれる作品が揃った。

当館登録アーティストが行っているアウトリーチは音楽プログラムのた

め、 ワークショップを体験すると同時に、 自身が実施しているプログラム

の可能性を探る時間となったと思う。 また、 当館職員には、 アウトリーチ

のように個人に直接的な働きかけをする事が文化芸術に触れる機会にな

り得ると体感する時間となった。

アーティスト・職員対象インリーチ①「演劇的手法をつかったアウトリーチの体験」
10月11日（金）13:00～15:00
会場：豊中市立文化芸術センター　アクア音楽室
参加者：11名（当館登録アーティスト２名、職員９名）
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職員向けの３回目のワークショップは、 当館に勤務する３社の職員を中

心にコミュニケーション活性化を図ることを目的に実施。

アイスブレイクとして、 参加者全員が車座になってそれぞれ名前の由

来を発表。 続いて、 ４グループに分かれ 「自分の家族だけのルール」

について共有し合った。

もう一度円で座り、 それぞれが特定の対象を定めず 「文句クレーム ・

一言悪口」 を１枚の用紙に箇条書きし提出。 集められた用紙を有門氏が

代読して参加者全員に共有した。 その後、 施設や個人的な 「願いごと」

を用紙に記入し、 サンタ帽を被った館長に向けて本人、 もしくは有門氏

が代弁して伝えた。 最後は、 「ラブレター」 として一人ひとりが劇場に対

する想いを用紙に綴り、 ワークショップを締め括った。

この 「思い」 を声にする ・ 伝える体験を共有するワークショップは、 職

場でのフラットな対話を育むことが期待できた。 誰もがどんな内容でも言

いやすい空間を共にしたことで、 「これまで以上にコミュニケーションが取

りやすくとなると感じた」 「それぞれの会社や施設の方と距離を縮めること

が出来た」 と感想をいただき、 会社の垣根を超えて交流しやすい環境づ

くりの一歩になれたと考える。

職員対象インリーチ③「ヒアリングワークショップ」
12月11日（水）13:00～15:00
会場：豊中市立文化芸術センター　ミーティングルーム１
参加者：20名

こどもたちが劇場と周辺地域への愛着を深める機会になることを目的

に、 リポーターとして地域の魅力を発見 ・ 発信する企画。 当館友の会特

典参加店の３店舗にも協力を得て、 開催した。

公募により、 学校も学年も異なる市内小学生６名が参加。 参加者同士

の仲を深めるために職員向けワークショップで行った名前を呼び合うワー

クと、 会場内から色や図形を探すワークから始まった。 その後、 全員で１

店舗目に伺い、 店主のインタビューと店内で見つけた興味惹かれるモ

チーフの撮影を行った。 会場に戻り、 撮影した各々の写真から想像を膨

らませて思いおもいに作品制作。

次は、 ２グループに分かれて街歩きと、 それぞれ別店舗で取材を行っ

た。 会場に戻り、 各々の参加者が惹かれた街や店内の様子から想像を

膨らませて写真にイメージを加えた作品を制作。 さらに、 その作品から想

像される 「いつ、どこで、悩み」 を考え物語をつくった。 最後は、各グルー

プで伺った店主インタビューの内容共有と個人制作した作品発表を行っ

た。

作品発表は保護者にも見学いただき、 参加者家族で劇場と地域により

親しんでもらう機会となった。 本企画で制作された作品は、取材先で伺っ

た飲食店に掲示や、 当館友の会会員限定で紹介する予定にしている。

「こどもリポーター」
10月12日（土）13:00～17:00
会場：豊中市立文化芸術センター　アクア音楽室
参加者：６名
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「劇場探検ツアー」
12月12日（木）①13:00～15:00　②17:00～19:00
会場：豊中市立文化芸術センター　中ホール（アクア文化ホール）
参加者：①14名　②12名

長年、 アクア文化ホールの愛称で親しまれている中ホールの開館40年

を迎える節目に合わせて、 開館当時の名残を辿る 「劇場探検ツアー」

を開催。 当日は日常的に劇場を利用している方や初めて訪れる方を含

む、 さまざまな世代や背景を持った市民が集った。

ツアー前半は、 劇場の歴史を振り返るスライドショーから始まり、 テクニ

カルステージでは開館した頃に製作された映画の音楽に合わせて舞台

機構を披露した。

後半では、 アーティストらをツアーコンダクターに３グループに分かれ、

ホワイエや普段は入れない舞台裏 （舞台袖、 音響 ・ 調光室）、 地下空

間を巡った。 参加者は、 舞台職員から各種操作卓の操作体験や機構の

説明を受けたほか、 中ホールならではの特徴や舞台職員の思い入れを

知る機会となった。

「舞台職員が仕事に誇りを持って、 楽しみながら勤務していることを知

れた」 と参加者アンケートで感想をいただいた。 劇場という場所だけでな

く、 そこにいる人と交流する機会があったことで、 市民と劇場の間に顔の

見える関係づくりのきっかけが生まれた。
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●この事業への参加動機
豊中市立文化芸術センターは、 1968年に建設された旧市民会館の跡地に、 2017年に新たに開館した施設です。

市が掲げる 「音楽あふれるまちづくり」 を基に、 音楽を中心とした公演やアウトリーチ事業を実施してきましたが、

豊中市立文化芸術センターの認知度はまだ低く地域と少し距離があるような現状に、 市民とより身近な関係を築くこ

とが課題としてあります。

これまでとは異なる手法でこの課題にアプローチ出来ないかと考えたときに演劇的手法の 「コミュニケーション」

や 「想像」 を使ったワークショップに可能性を感じ、 当館がミッションに掲げる 「市民と劇場が交わり、 豊かな地域

社会の実現」 に向けた一歩になることを期待し、 今回リージョナルシアター事業に参加しました。

●企画・実施において苦労した点
新卒１年目での担当ということもあり全てが手探りの状態でしたが、 特に次の２点に苦労しました。

１つ目は、企画立案です。 申請当初は、当館が注力している市の南部地域活性化や人材育成事業を念頭に、小・

中学生を対象にした演劇ワークショップや、 関係者向けの企画制作力向上 ・ ネットワーク構築に繋がる内容を考え

ていました。 しかし、 当館で既に同様の企画を行っていたことから、 リージョナルシアターで行う意味や目的を改め

て考えました。下見派遣の際に当館の現状について、当館事業課職員を入れて有門さんとお話させていただく中で、

当館が抱える課題に改めて向き合い直すことができ、 企画の方向性が定まりました。

２つ目は、 実施に向けた情報共有です。 初めて有門さんにお会いした際、 「共犯者を増やそう。 施設一丸となっ

て取り組んで欲しい。」 と言葉をいただきました。 そこから、 過程も重要な企画だと考え、 企画立案から開催当日ま

で、 職員全員が横並びとなって本事業に取り組めるように心がけました。 ただ、 私自身不慣れな事もあり、 自分か

ら他の職員を巻き込んでいく難しさを痛感しました。 幸い、 下見派遣後は先輩職員二人が副担当に付いたことから、

企画を進めてくうえでフォローやアドバイスを得ながら事業を進めることができ、 なんとか開催まで迎えることが出来ま

した。

●プログラムを実施した成果
市民にとって劇場をより身近に感じてもらう事を目標に掲げ本事業をスタートしましたが、 採用されてから実施まで

の１年間を通して市民と地域、 市民と職員、 職員同士それぞれの距離が近くなったと実際に目にすることが出来まし

た。

「劇場探検ツアー」 では資料等を調べるだけでなく、 開館当時を知る元市職員に話をお伺いしたり、 職員でアイ

デアを出し合い、 また舞台職員とテクニカル面での演出を相談するなかで、 普段とは違った企画制作のアプローチ

方法を学ぶことが出来ました。

「こどもリポーター」 の保護者アンケートには、アーティストはもちろん職員に対する良い感想を複数いただきました。

さらに後日、 参加者がワークショップで伺った店舗を利用するようになったと保護者から聞き、 市民 ・ 職員 ・ 地域が

繋がるきっかけが出来たと実感しました。

●今後の展望
職員全体で、 「劇場探検ツアー」 を実施した経験と知識を共有出来たことで、 今後行う際のハードルが下がった

ように思います。 今後、今回と同様の企画を単独で実施することは難しいかもしれませんが、年に１度施設全体を使っ

て行うこども向けのイベント等、 既存の事業に組み込んでいきたいと考えています。 「こどもリポーター」 では、 地域

の方と協力しながら企画を行うことで、 劇場と地域が交わる土壌づくりが出来たように感じます。 参加者の作品を広

報物に転換する活用段階でとまっていますが、 地域と劇場の交わる機会をこれからも創出していきたいです。

劇場という建物ではなく、 文化芸術を通して市民が集い、 当館が掲げている 「地域の拠点」 になるためにはどう

すべきか。 リージョナルシアター事業が終わった今が始まりだと考え、 今回いただいたきっかけを育んでいきたいと

思います。

担当者の報告・評価
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アーティストレポート

地域住民から更に愛されるホールへ

有門正太郎

阪急宝塚線 「曽根」 駅より東へ約300メートル、 徒歩約５分歩くと豊中市立文化芸術センターが現れる。 2017年

開館の芸術センターは威厳と風格がある。 その横に開館40年のホールがあり、 現在は芸術センターの中ホールとい

う位置付けだが、 芸術センター開館前はアクア文化ホールとして親しまれてきた劇場だ。

まず駅からの立地の良さ、 そして親しみやすい下町の雰囲気が残る街並み、 劇場に併設されているカフェでは子

ども食堂もされていて夕方になると地元のお子さん達が集う場所になっていた。

担当者は新卒採用された方で、右も左も分からないと言いつつ、ガッツがあった。経験値の無い担当者をどうサポー

トしてリージョナルシアター事業を迎えられるかですよ、 と下見派遣の時に念を押した記憶がある。

言い換えると新卒者にリージョナルシアター事業の担当はかなり難易度が高い。 地域やホールの課題を、 演劇を

通して事業プログラムとして展開する事は経験者でも容易ではないからだ。

何度も伝えた甲斐があり、 チームで何とか進めようという形が見えてきた。

実際に進める中で様々な課題や問題点などが見えてきた。

管理するホールの規模と職員の人数があまりにも乖離している印象だった。 特に技術部門、 ホール管理の職員

の数が少なく、 「劇場探検ツアー」 プログラムを行ったのだが照明、 音響、 舞台、 がメインと言っても過言ではない

中でだいぶ無理をお願いしたように感じた。

職員の楽しむ姿勢のおかげで探検ツアーは参加者の皆さんに満足して頂けたようだ。

そして、 40年前に建てられた元アクア文化ホールが今だに地域住民、 そして職員さんに愛されているホールだな

と感じた事は何より記憶に残った。

今回特徴的だったのが、 職員向けのプログラムの割合が多かった事だ。 今まで実際に演劇を使ったワークショッ

プや街歩きなどの経験が無く、まずは職員、地元アーティストから演劇を使ったプログラムを体験してもらう。そしてホー

ルの課題でもあるコミュニケーションを円滑に行うべく職員向けプログラムを様々行った。 小学生向けアウトリーチプロ

グラムを体験してもらう事やコミュニケーションプログラムなど。

芸術センターは音楽中心のホールという事もあり、 当初演劇のプログラムへの理解やイメージが共有され辛く、 実

際体験してみて発見も多かったようだ。

演劇ワークショップと言っても様々で、 多種多様あるので馴染みのない方は、 百聞は一見にしかず。

しかし分からないながら担当者は参加者を募らないといけない。 そのプログラムを説明して参加を呼びかける事が

求められ、 担当者は見えない努力をかなりしたのではないかと推察した。

今回のリージョナルシアター事業を通して今後に活かして欲しい部分は、 職員の方々は様々な立場でホールに向

き合い仕事をしている。 それぞれの立場だから見える景色も違う、 だからこそ交流しながらもっと愛されるホールであ

ること、市民が愛するホールになることを諦めないで欲しい。職員向けプログラムで、最後に芸術センターにラブレター

を書いてもらった。 出逢いから今何を感じて何を忘れていたのか、 それぞれの初心やホールを愛する気持ちを共有

出来た事がこれからの活動にどう生きていくのか、 今後も見守りたい。

慣れない部分も多々ある中、公共ホールの役割、ホール職員の大切な部分が少しでも感じてもらえたら嬉しく思う。

またひとつ特別な場所が増えたように感じた。 お疲れ様でした。
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スケジュール

西宮市民会館アミティ・ベイコムホール（兵庫県西宮市）　実施データ

派遣 下見派遣 １回目派遣 ２回目派遣

月日 5/28（火） 5/29（水） 6/22（土） 6/23（日） 6/24（月） 9/6（金） 9/7（土） 9/8（日）

9:00

移動

勤労青少年
H

下見～まち
がく

打合せ

10:00
プロ学‼for

演劇部
①演劇基礎編

プロ学‼×
まちがく

リーディング
①

プロ学‼×
まちがく

リーディング
②

11:00

移動
12:00 若竹公民館

下見打合せ 昼食

移動

休憩 休憩 休憩

13:00 資料写真 
整理 プロ学‼for

演劇部
➁戯曲編

プロ学‼×
まちがく

リーディング
①

プロ学‼×
まちがく

リーディング
②

まちがく
伊藤家訪問 楽器搬入

前日打合せ14:00
資料用
市街地

写真撮影

前日打合せ
15:00 あすなろ会場

下見打合せ 香風高校
顔合せ～

校内資料用
写真撮影

あすなろ
支援員向け
インリーチ

振り返り

16:00 プロ学‼×
まちがく
戯曲WS17:00 上ケ原中学校

先生顔合わせ

移動
移動

移動
18:00

19:00

20:00

21:00

実施団体 公益財団法人西宮市文化振興財団

実施ホール 西宮市民会館アミティ・ベイコムホール

担当者 田北篤史

実施期間
下 見 派 遣　令和６年５月28日（火）～５月29日（水）
１回目派遣　令和６年６月22日（土）～６月24日（月）
２回目派遣　令和６年９月６日（金）～９月８日（日）

アーティスト等 アーティスト：ごまのはえ　　アシスタント:仲谷 萌、藤枝優希

■下見派遣内容
５月28日 （火）　�実施会場 （若竹公民館、あすなろ学級） 下見・打合せ、西宮市上ケ原中学校訪問・顔合わせ、まちがく伊藤家訪問 （資

料収集）

５月29日 （水）　実施会場 （勤労青少年ホーム） 下見 ・打合せ、 兵庫県立西宮香風高校訪問および顔合わせ

■１回目派遣内容
６月23日 （日） 10:30～12:00　プロ学‼for演劇部 「プロから学ぶ‼ 演劇の描き方」 ①演劇基礎編

　　　　　　　　　　13:00～15:00　プロ学‼for演劇部 「プロから学ぶ‼ 演劇の描き方」 ②戯曲編　

　　　　　　　　　　16:00～18:00　プロ学‼×まちがく 「プロの劇作家から学ぶ‼ 演劇の描き方」

６月24日 （月） 15:30～17:00　あすなろ支援員向けインリーチ

■２回目派遣内容
９月７日 （土）　 10:30～15:00　プロ学‼×まちがく 「プロの劇作家＆俳優と一緒につくる‼ 西宮オリジナル 『リーディング劇』」 ①

９月８日 （日）　 10:30～15:00　プロ学‼×まちがく 「プロの劇作家＆俳優と一緒につくる‼ 西宮オリジナル 『リーディング劇』」 ②
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プロ学‼×まちがく「プロの劇作家から学ぶ‼ 演劇の描き方」
６月23日（日）16:00～18:00
会場：西宮市勤労青少年ホーム
参加者：８名

参加者は地域のNPO法人主催により、 市内各所で様々なワークショッ

プを提供する 「まちがく」 の会員の皆さん。 上は80代、 下は20代の現役

大学生という幅広い層の方々にお越しいただいた。

こちらのワークショップでは、 お題の絵をみて自分のストーリーを語って

いただくことや、 お昼に演劇部の皆さんに実施した短い戯曲をプロの俳

優であるアシスタントの方と一緒に演じる等を体験いただきながら、 戯曲

を 「書く」 ことについて、 より深く細かく学んでいただいた。

最後に西宮市からご提供いただいた昔の西宮の写真の数々の中から、

ひとつ選んだ写真を元に戯曲を執筆していただく宿題を課して終了。

後日、 参加８人中４名からの提出があり、 ９月のワークショップでは内３

名の作品を上演した。

参加者は西宮市立上ケ原中学校と兵庫県立西宮香風高校、 両校の

演劇部の皆さん。 午前1.5時間、 午後２時間の二部構成。

午前は 「演劇基礎講座」。

ごまさんに事前にご用意いただいた短い戯曲を４グループに分かれて

実際に演じてもらいながら、 「ト書き」 を意識し 「出はけ」 の仕方を工夫

することで同じ台詞でも場面の印象が変わることを生徒の皆さんに体感い

ただいた。

午後は 「戯曲講座」。

こちらも事前にご用意いただいた短い戯曲をアシスタントの方が演じる

芝居を鑑賞する、 または一緒に演じる等の体験を通して、 戯曲を描く上

で 「ト書き」 と 「出はけ」 がいかに重要かを学んでいただいた。

最後に、 現在の西宮の街の風景や学校の写真を元に、 短い戯曲を書

いていただき後日提出という宿題を課して終了。

２か月後のワークショップで数作品を上演する旨を伝えたが、 最終的に

提出があったのは高校生３名、 中学生１名という結果だった。

ワークショップの場は非常に盛り上がっただけにもう少し成果物の反応

が欲しかったところだが、 意外にも上ケ原中学校の顧問の先生が 「自分

も書いてみたい」 と提出してくれた作品がとても印象に残った。 この先生

の作品も含めた３作品を、 ９月のワークショップでの上演作品とした。

プロ学‼for演劇部「プロから学ぶ‼ 演劇の描き方」①②
６月23日（日）10:30～15:00　※途中１時間休憩あり
会場：西宮市勤労青少年ホーム
参加者：24名
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あすなろ支援員向けインリーチ
６月24日（月）15:30～17:00
会場：あすなろ学級かわらぎ
参加者：12名

不登校児童生徒の社会的自立を援助する教育支援センター 〈あすな

ろ〉 を利用するこどもたちを対象に、 演劇ワークショップを実施するため、

事前に支援員の皆さんに向けたインリーチを実施。

前半はごまさんの劇団で実際に使用している楽器を使って、 「音」 を

作ることにチャレンジいただいた。 民族楽器から日用品を活用した手製の

楽器まで、 様々な日常の 「音」 を奏でる。 一通り楽器を触っていただい

た後はグループに分かれてその演奏が何の 「音」 を表現しているのかを、

他のグループの方々に当ててもらうクイズを実施。 これが大いに盛り上

がった。

後半は前日に演劇部や 「まちがく」 の皆さんにも体験してもらったもの

と同じ短い戯曲を、 アシスタントのお二人に様々なシチュエーションで演

じていただく。 ここでも前日同様、 同じ台詞でも 「ト書き」 ひとつで俳優

の演技や、 舞台の設定が大きく変化する事を支援員の皆さんに目の当た

りにしていただいた。

演劇は 「遊び」 とはよく言われるが、 楽器をつかったワークでの、 一

部の支援員の前のめりの姿勢や、 アシスタントのお二人の演技を鑑賞さ

れる際に自然にもれる声などはまさに 「遊び」 の領域だった。 主催者と

しては支援員がここまで自由度を発揮し、 能動的に食いついてご参加い

ただくことはあまり想定していなかったので、 これは非常に興味深かった。

リージョナルシアター事業とは別枠で実施するこどもたちへのワーク

ショップでも、 こうした反応がもらえれば嬉しいと感じた。
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６月のワークショップで参加いただいた県立西宮香風高校と市立上ケ

原中学校両校の演劇部の皆さん、 そして 「まちがく」 からの一般参加者

の方々との合同で、 ２日間で実施。

前回のワークショップ後に、 参加者の皆さんからご提出をいただいた戯

曲のうち計６作品を選出し、 リーディング劇を創ろうという企画。

１日目の午前中は、 ６月にあすなろ学級の支援員へ実施したものと同

じく、 楽器をつかったワークショップを行う。

演劇部の学生たちと 「まちがく」 の参加者はここで初めてのご対面な

ので、こうして楽器の音当てクイズ等を通じて、短い時間で親睦を深める。

１日目の午後～２日目の午前はグループ稽古。

３チームに分かれ、 午前中につかった楽器も分けて利用しながら、 そ

れぞれの部屋で担当の作品の創作の稽古を重ねる。いつもと違うメンバー

と共に、 初めて接する楽器を使用しながらの創作。 学生の皆さんには良

い経験となっていてくれていたら担当者として嬉しく思う。

２日目の午後、関係者や外部招待者10数名のお客様を前に、遂にリー

ディング劇上演本番。

一部の中学生は相対的に声量に乏しく、 マイクで拡声することになっ

たが、 演劇部を相手にこれは想定していなかった。 次回は是非発声練

習を積んできてほしい。

翻って最年長80代の男性はとてもよく声が通っていて、作品にリアリティ

を醸し出していた。 80歳を過ぎて、 10代のこどもたちと一緒に人生はじめ

ての演技にチャレンジする姿勢には本当に頭が下がる。 また何かの折に

ご参加いただけることを心より願っている。

終了後にいただいたアンケートからは、

『初めての 「リーディング劇」 演劇はこの歳までやったことがなかった

が講師の先生のやさしい指導で皆と一緒に出来、 楽しい時間がつくれま

した。』

『色々な楽器にふれることができて楽しかったです。 たくさんのことを学

べたのでコンクールやこれからの活動に生かしたいです。』

『音作りもあって、 効果音を作り上げるのが良かった。 個人的には自分

の作品 （８月提出分） が上演されている時感激しました。 ごま先生、色々

勉強になりました。 持って帰って” 大人の演劇部” で生かします。 ありが

とうございました。』

等々、 演技指導のみならず楽器の演奏が出来てよかったという意見も

含めて、 非常にポジティブな反応を多数いただいた。

プロ学‼×まちがく「プロの劇作家＆俳優と一緒につくる‼ 西宮オリジナル『リーディング劇』」
①９月７日（土）10:30～15:00　※途中１時間休憩あり
②９月８日（日）10:30～15:00　※途中１時間休憩あり
会場：若竹生活文化会館
参加者：①24名　②24名
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担当者の報告・評価

●この事業への参加動機
西宮市文化振興財団では現在、 ミニコンサートやダンスのワークショップ等は、 教育施設や福祉施設等へのアウ

トリーチ事業として活用し、地域社会との連携の確立に役立てているが、演劇というジャンルに於いては、ワークショッ

プの開催履歴はあるものの、 地域に根付く形での実施は為されておらず、 地域にどれだけの市場があるかどうかも

含めて未知の領域である。

こうした状況の中で、 何処かの学校との繋がりというものも皆無であったため、 まずは市内の公立高校および中学

校が擁する演劇部との新たなネットワークの構築を大きな目的として、 リージョナルシアター事業を活用したいと考え

た。 加えて、 すでに繋がりをもっている地域の教育施設に通うこどもたちに向けての、 新たなワークショップの実施

への準備や、 当財団と最も関わりの深い西宮市役所、 特に若い職員の皆さんに向け、 当財団の活動の認知度向

上に本事業を利用すること等を画策し、 参加に至った。

●企画・実施において苦労した点
演劇部に関しては、 まずは前年度のうちに近隣の会場で行われる発表会を視察に行った。

顧問の先生に概要をお伝えし、 部員の数や、 開催可能な大凡の時期等を伺った。

確定した行事日程を得るには当然新年度を待つ必要があったのだが、 いざ４月になってみると交渉していた殆ど

の学校で顧問が異動するという事態となっていた。

旧顧問から新顧問にはなんら情報の伝達は出来ておらず、 ４月を迎えて再度、 ゼロから話を始めなければならな

い状況に陥った。

学校の行事日程というものは相当にタイトであり、 たとえ１～２日程度のワークショップであっても、 複数校の部活

動のスケジュールを合わせることは、 非常にハードルの高い問題だった。

また、 市役所職員を対象にしたワークショップの計画は、 新年度を迎えたところで前年の担当課責任者が異動と

なり、 新たな責任者主導による研修制度の方針転換によって御破算となった。

空いてしまったプログラムをどうするか困っていたところ、 件の担当課の方から、 市民参加のワークショッププログ

ラムを地域で数多く展開するNPO法人の紹介があり、先方も実施に積極的だったことから、一般参加型のワークショッ

プを共働して開催するに至った。

●プログラムを実施した成果
調整に四苦八苦した演劇部へのワークショップは、 ご参加いただいた生徒の皆さんから思っていた以上の好評を

得た。

２回目派遣にあたる９月は、 「まちがく」 からの一般参加の方と合同で行うことで、 双方のコミュニケーションがうま

くいくかどうかやや心配していたのだが、 杞憂に終わった。 今の時代にあまりお目にかかれない、 世代を超えて共

に創作を楽しんでいただく貴重な体験の場になったのではないかと感じた。

不登校児童生徒を対象とした教育支援センターでのインリーチは、 支援員の皆さんの反応も上々で、 この報告書

を作成している10月上旬現在、 すでにこどもたちへのワークショップの実施も完了している。 舞台俳優と劇作家、 演

出家という仕事を少しの時間でも肌で感じていただけたのではないかと思っている。

●今後の展望
演劇部については、 我々が考えている以上に顧問や生徒の皆さんの反応がストレートで、 貴重な学びの機会と

なっている模様である。 外部での指導を受ける機会は少ない様なので、 今回参加いただいた２校の生徒の皆さんを

中心に、 学生対象の演劇ワークショップを次年度も提供することができれば幸いである。

「まちがく」 の皆さんは、初めての発表にも臆することなく、非常に積極的な姿勢を見せてくれる方々ばかりだった。

周囲には今回参加できなかった仲間の方々もいるように感じる。 当財団の活動を知ってもらうという意味でも、 皆さん

一人一人との繋がりは大事にしていきたい。

不登校児童生徒の教育支援センターでのワークショップは、 現状では年に１回のペースなので、 次年度も継続と

いうことはなかなか難しいが、 機会があればまた違った形で演劇を楽しんでいただいても良いのではないかと考えて

いる。



-33-

これまでの成果をどう発展させるか

ごまのはえ

大阪と兵庫をまたぐ北摂は狭いエリアに大小さまざまな自治体が隣り合い、 それぞれが個性的な文化を持ってい

る。 またそこにある文化施設の多くが改装の時期をむかえ、 それに合わせて各自治体とも新規のイベント （特に親

子向けのイベント） を展開している。 私も北摂に住んでおり、 時期によっては毎週末のようにイベントがあるので、

家族でのお出かけ先には困ることはない。 北摂は文化事業が盛んな地域だと個人的にも実感している。

今回派遣された西宮市民会館 （アミティ・ベイコムホール） も鑑賞型事業の他に、 アウトリーチ事業を盛んに行っ

ている。 また母体である西宮市では生涯学習課を中心に職員と市内のNPO組織との協力関係を構築するためのイ

ンリーチも行っている。 今回のリージョナルシアター西宮派遣は、 劇場や市がこれまで行ってきたインリーチや、 市

内NPO関係者との協働関係を巧みに組み合わせたプログラムと言えるだろう。

具体的には以下の三つを柱にして実施した。

一、 市内の中学高校の演劇部を対象にした演劇ワークショップ

二、 不登校児童生徒を支援する施設 「あすなろ」 で働く支援員に向けたワークショップのプレゼンテーション

三、 地域づくりに取り組むNPO法人 「なごみ」 と連携した演劇ワークショップ

一について。 市の文化振興課との棲み分けもありアミティ ・ ベイコムホールでは学校へのアウトリーチを行ってこな

かった。 そこで今回は演劇部に絞って、 ワークショップを行うことになった。 学校側の事情もあり参加校の決定は非

常に難航したが、 結果的に香風高校と上ケ原中学の二校が参加した。 内容は、 戯曲講座を軸にしつつ、 俳優や

演出やスタッフがどのように戯曲を読めばよいかをお伝えした。 参加者の集中力は非常に高く、 いかに参加者が演

劇をつくるための知識や技術に飢えているかを実感させられた。 今後継続させるには演劇部顧問の先生方にどうア

プローチするか、 開催の時期をいつ頃に設定するかなどが課題であろう。 また中高生の創作熱に応えるには、 俳

優脚本演出のワークショップだけでなく、 照明や音響の技術を伝える講座も必要だ。

二について。 西宮市が運営する不登校児童生徒教育支援センター 「あすなろ」 では、 これまでもアミティ ・ ベイ

コムホールと協働して色々な芸術体験の時間を設けてきたそうだ。 ホール側担当者には演劇ワークショップを子供た

ちに提供したいという思いがあり、 今回のリージョナルシアター事業で支援員の方々に演劇ワークショップを体験して

頂くことになった。 また振り返りの時間では支援員の方々と、 児童の個性や事情に配慮してワークショップの内容を

適正化してゆく相談ができた。 不登校児童生徒の中には繊細な感性の子や、 様々な家庭環境に暮らす子もいる。

そういった方を対象にする場合は、 今回のように児童生徒の特性をよく知る支援員に、 まずはワークショップを体験

してもらうのは、 非常に良いことだろう。

三について。 NPO法人 「なごみ」は西宮の地域づくりに取り組む団体で、市内の様々な場所で講座やワークショッ

プを開催する 「まちがく」 という事業を行っている。 今回はこの 「まちがく」 と協働して西宮の昔の写真を題材にし

た戯曲講座と、 その発表会を行った。 講座には演劇に興味がある方だけでなく、 地元西宮に興味があって参加さ

れた方もいた。 受講者数は少なかったが、 大学生から80代まで参加する賑やかな講座になった。 発表会は香風高

校と上ケ原中学とも合同で行い、 その過程も、 発表内容も非常に充実したものになった。

今後の展開は、 今回協働した施設やNPO法人とのさらなる連携をしてゆくこと。 そして中高生演劇部には、 年間

を通じた演劇講座並びに演劇ワークショップを企画し、 彼彼女らの創作をサポートすること。 また市内の交通の便が

悪いエリアに対してもこれまで以上にアウトリーチを展開させていくことがあげられる。

アーティストレポート
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スケジュール

エースパック未来中心（鳥取県立倉吉未来中心）（鳥取県）　実施データ

派遣 下見派遣 １回目派遣 ２回目派遣

月日 5/24（金） 5/25（土） 8/2（金） 8/3（土） 8/4（日） 8/5（月） 2/20（木） 2/21（金） 2/22（土） 2/23（日）

8:00
船上小学校 

４年生 
アウトリーチ

移動

9:00

移動 移動

移動

移動

紙であそぶ 
桃太郎 

ゲネプロ

各企画
打合せ

移動
宝探し 

準備・レク
チャー・シュ
ミレーション

移動

10:00
劇場職員向け
インリーチ

移動
準備・受付

打合せ
船上小学校 

５年生 
アウトリーチ11:00 紙であそぶ 

桃太郎
昼食

12:00 昼食 昼食 昼食
フィードバック

昼食

地域資源
視察

移動

13:00 準備・受付
準備・受付

昼食 打合せ 
準備

14:00 とびだせ！ 
わたしの 
絵日記 打合せ WSを 

作ってみる 
②15:00 劇場見学 船上小学校

打合せ わくわく
ホールで
宝探し

打合せ
準備・受付

16:00

全体打合せ

移動

移動

移動

照明打合せ

WSを 
作ってみる 

①

全体 
フィードバック17:00 打合せ フィード 

バック
紙であそぶ 

桃太郎 
稽古

18:00 紙であそぶ 
桃太郎 
稽古19:00 地域の 

演劇活動者
と交流会20:00

実施団体 公益財団法人鳥取県文化振興財団

実施ホール エースパック未来中心（鳥取県立倉吉未来中心）

担当者 宮本光祥

実施期間
下 見 派 遣　令和６年５月24日（金）～５月25日（土）
１回目派遣　令和６年８月２日（金）～８月５日（月）
２回目派遣　令和７年２月20日（木）～２月23日（日）

アーティスト等 アーティスト：福田修志　　アシスタント:松本 恵、田中俊亮

■下見派遣内容
５月24日 （金）　劇場下見 （大ホール、 リハーサル室）、 全体打合せ、 地域の演劇活動者との交流会

５月25日 （土）　各企画打合せ、 チラシたたき台確認、 地域資源視察

■１回目派遣内容
８月３日 （土）　 10:00～12:00　劇場職員向けインリーチ

　　　　　　　　　　14:00～15:30　親子向けワークショップ 「とびだせ！わたしの絵日記」

　　　　　　　　　　16:30～18:30　演劇活動者向けプログラム 「演劇的手法を用いたワークショップを作ってみる①」

８月４日 （日）　 15:00～17:00　親子向けワークショップ 「わくわくホールで宝探し」

■２回目派遣内容
２月21日 （金）　  8:40～10:10　船上小学校４年生アウトリーチ 「物語を生み出すワークショップ」

　　　　　　　　　　10:30～12:00　船上小学校５年生アウトリーチ 「物語を生み出すワークショップ」

２月22日 （土） 11:00～12:00　親子向けワークショップ 「紙であそぶ桃太郎」

　　　　　　　　　　14:00～16:30　演劇活動者向けプログラム 「演劇的手法を用いたワークショップを作ってみる②」
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劇場職員向けインリーチ
８月３日（土）10:00～12:00
会場：エースパック未来中心　大ホール
参加者：13名

演劇的手法を用いたワークショップ （以下、 「WS」） の意義を学び、

体験することで、 本事業で取り組もうとしていることの認識共有を図る目的

で実施した。 演劇事業を経験したことのない職員、 文化事業に携わった

ことのない職員、 舞台技術職員等も含め、 できるだけ参加可能な劇場職

員および当館が事業で連携しているアーティスト （ジャンル問わず） も参

加し、 コミュニケーションゲームなどのWSに加え、 座学でもその意義 ・

効果等を学んだ。

職員の中には 「とても楽しかった！」 と満面の笑みを浮かべ、 今まで

あまり話したことのなかった職員と 「楽しかったな！」 と握手を交わすまで

にもなったほか、 参加した音楽ジャンルのアーティストからも、 自身の音

楽チームのコミュニケーションの活発化のためにも活用できそうで、 とても

勉強になったという感想をいただいた。

親子向けワークショップ「とびだせ！わたしの絵日記」
８月３日（土）14:00～15:30
会場：エースパック未来中心　リハーサル室
参加者：６名

親子を対象に、 楽しかった思い出の絵を書いてもらい、 それぞれが絵

に書いた “楽しかったシーン” を、 他の参加者とともに再現するWSを実

施した。 絵を書いた本人は様々な指示を出す演出家のような役割を自然

と担う内容であった。

アイスブレイクを通して自然と他の参加者と仲良くなった後、 それぞれ

のシーン再現に大人・子ども・アシスタントが協力しながら挑戦することで、

一体感の醸成とコミュニケーションの深化がなされていった。 参加者の満

足度は100%で、 「すぐに知らない人とも仲良くなれた」 という感想もいた

だいた。地域の演劇活動者もシーン再現の協力者として関わってくださり、

“子ども演出家” の意図に沿うように全員が全力で協力する姿は圧巻で

あった。



-36-

リージョナルシアター事業を実施した後、 その成果を継続して発展させ

ていくためには、 地域の演劇活動者にも演劇的手法を用いたWSの意義

を理解し、 実施できる人材の養成が重要だと考え、 実際にWSを作って

いただくためのWSを実施した。

１回目のプログラムでは、 “WSを作り ・ 実施できる演劇人” は活動領

域が広がるということや、 WSの意義 ・ 事例を学んだ。 その後、 福田さん

が学校アウトリーチで実施している 「物語を生み出すワークショップ」 を

職員と演劇活動者で受けた後に、 “WSを作る ・ 実施する上で気をつける

べきこと” 等を確認し、 “WSの内容を文書で考える” ことを宿題にして１

回目WSを終了した。

�（２回目実施までの間に、 メールやビデオ通話等でブラッシュアップを

数回繰り返した）

２回目では、演劇活動者３名それぞれが、作ったWSを関係者 （職員、

演劇活動者、 地域創造スタッフ） に対して実施した。 時間の関係もあり、

WSのコアとなる部分のみを実施し、その後、全員でフィードバックを行い、

改善点等を共有する作業を繰り返した。

今回作ってみたWSを実際に当館が実施する事業でも活用できるような

場を、 今後作っていきたいと考えている。

演劇活動者向けプログラム「演劇的手法を用いたワークショップを作ってみる」
①８月３日（土）16:30～18:30
②２月22日（土）14:00～16:30
会場：エースパック未来中心　大ホール
参加者：①４名　②４名

親子を対象に、 劇場の裏側に入ったことがない方 ・ 劇場に来たことが

ない方が、 親子で楽しみながら劇場という‟場” に興味を持ってもらうこと

を目的として実施した。

初めにアイスブレイクを行った後、 簡単なバックステージツアーを行い

ながら、 宝箱を隠せる場所や危ない場所 ・入ってはいけない場所を確認

した。 その後、 隠すチーム ・ 探すチームに分かれた。 各チームで秘密

の言葉を決めておき、 発見した宝箱１つにつき秘密の言葉の一部の１文

字が判明するというシステムで、 秘密の言葉をより多く正解したチームが

勝ち。 といったゲーム性のあるWSであった。 アイスブレイクやチーム戦を

一緒に経験することで、 知り合いでもない家族同士のコミュニケーション

がたくさん生まれていた。参加者の満足度は100%で、「またやりたい！」「２

回戦もやりたい」 という声も多くいただいた。

本プログラムを実施して、 演劇 ・ WSデザイン ・ ファシリテーションの力

で、 人と人とのコミュニケーションを楽しくデザインできるということを改め

て実感した。

親子向けワークショップ「わくわくホールで宝探し」
８月４日（日）15:00～17:00
会場：エースパック未来中心　大ホール
参加者：30名
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船上小学校アウトリーチ「物語を生み出すワークショップ」
２月21日（金）８:40～10:10（４年生）、10:30～12:00（５年生）
会場：琴浦町立船上小学校
参加者：４年生19名、５年生11名

本プログラムは、小学校の児童を対象に、想像力・表現力・コミュニケー

ション力 ・ 他者と協同する力 ・ 共感力 ・ 学びに向かう力等を育むことを

目的に実施した。 特に学校向けアウトリーチで実施するWSは公募型WS

と異なり、 WSを受けたいと思っていない人もたくさんいる可能性があり、

その前提の元でWSを成立させる必要があるため、 WSのデザイン力・ファ

シリテーション能力が試されるとのことであった。

プログラムの内容は、 初めにアシスタントによるパフォーマンスを見ても

らった後で、 コミュニケーションゲームを実施。 ボール回しのコミュニケー

ションゲームでは、 他人が想像したものを受け入れて、 自分が想像する

ことも大事にする仕組みが盛り込まれており、 その後に行う物語を作る

パートの導入的な伏線となっている。 場所カード （場所が描かれた写真）

３枚、 名前カード ・ 性格カードを子どもたちが１枚ずつ持ち、 設定を決め

ながら、 物語を考えていく。 完成した物語は、 一人一言以上台詞を言う

だけでOKという、 人前で表現することが苦手な子でも取り組みやすい内

容であった。

担任の先生からは、 普段は人前でしゃべるのが苦手な子でも台詞を言

えたこと、恥ずかしがり屋な子がノリノリだったこと、普段はおとなしい子が、

周りの子が面白がってくれたことで、 「もっとやりたい」 という雰囲気になっ

ていたことなど、 普段とは違う一面が見れたとのことであった。 担当として

嬉しかったのは、 WS終了後に、 複数の児童が 「１年に15回ぐらいできる

ように、 校長先生にお願いしてください。」 と担任の先生にお願いした後、

校長先生に直談判しに行った児童がいたことである。 それだけこのWSが

楽しく創造性が刺激されたということであり、 参加した児童たちのダイレク

トな反応を通して、 演劇的手法を用いたWSの意義 ・効果を実感すること

ができた。

親子向けワークショップ「紙であそぶ桃太郎」
２月22日（土）11:00～12:00
会場：エースパック未来中心　大ホール
参加者：28名

親子を対象に、 演劇の１つの要素である小道具をテーマにして、 小道

具づくりを通して演劇の楽しさ ・ 創造性を感じてもらい、 親子での参加を

通じて親子のコミュニケーション促進のきっかけにもなることを目的に実施

した。

初めに、 小道具が全くない桃太郎が鬼に負けてしまう物語を上演した。

その後、 参加者全員で桃太郎のために小道具を作り、 それらを使い小

道具のある桃太郎が鬼に勝つ物語を上演した。 自分たちの作った小道

具が、実際にプロの俳優等が演じる 「桃太郎」 の世界に使われることが、

子どもたちの観劇への期待感と集中力を醸成する伏線ともなっており、 演

劇をより身近に、 楽しく味わっていただく機会となった。 参加者アンケート

の満足度も100％であり、 終演後に、 俳優と写真を取ったり、 話かけに来

る子どもたちがたくさんいたことからも、 満足度の高さを伺うことができた。
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●この事業への参加動機
当館では、 実演芸術が持つ力や、 施設の特色を活かし、 「人と人との交流促進及び地域の活性化」 という当館

の設置目的達成と、 地域の将来を担う心豊かな 「ひとづくり」 と持続可能で活力ある 「まちづくり」 を目指す 『未

来つながるプロジェクト』 を展開しており、 近年は、 音楽分野をメインのプログラムとして展開していた。 演劇分野の

事業ニーズも一定数ある中、 ノウハウを持つ職員も少なく、 演劇分野には取り組めていないのが現状であったため、

本事業に参加することで、 演劇における複合的な要素 （共感力、 コミュニケーション力、 歴史の継承 ・伝達、 多様

性の受容等） が、 人と人、 まち、 劇場、 社会をつなげ、 心を豊かにさせること、 そして、 それらを活性化させ発展

させていく力につながることを期待し参加した。 まず、 第一歩として、 演劇的手法を用いたワークショップを通じて、

地域課題や潜在的ニーズの抽出、 その解決へのヒントの探り出し、 さらには地域の活動者とのつながりを作り、 継

続しつつ、 当館職員のスキルアップにつながる取組へのきっかけづくりとしたいとも考え応募した。

●企画・実施において苦労した点
本事業では、 地域の演劇活動者の方々にも参加 ・ 見学 ・ アシスタントをしていただきながら、 当館のミッション ・

ビジョン等を理解いただき、 今後、 地域で演劇的手法を用いたワークショップが実施できる人材になっていただけた

らという目標もあり、 始めに、 協働できる人物を探し出すことから始まった。 共感してくださる演劇活動者の方は数人

ではあるがすんなりと出会うことができた。 しかし、 公演を実施することには興味があっても、 ワークショップ自体に興

味を持つ演劇活動者が想定以上に少ないことに驚いた。

事業を進めて行く上では、 実際に、 ①ワークショップの実施②演劇活動者の育成③演劇活動者とのつながり構築

の３つの目的を同時並行で考えながら、公募型や学校アウトリーチのワークショップ準備や広報を進めることとなった。

他の担当事業の準備時期が重なっていたこともあり、 関係者との連絡調整に遅れが生じてしまう場面もあった。

また、 ワークショップの募集要件について、理解しきれていなかった部分も少なからずあったため、講師との連絡・

相談を密にすることで改善していきたい。

●プログラムを実施した成果
事業の本番が 「楽しかった」 という感想が職員からたくさん出たことには非常に驚いた。 職員がワークショップを

受ける対象者になったこともあり、 ワークショップを受けて、 職員同士のコミュニケーションが深まったことも関係した

のか、 劇場職員内でしっかりと演劇的手法を用いたワークショップの意義に対する理解が広がった。

また、 ３人の演劇活動者の方に実際にワークショップを作り、 実践し振り返りを行うところまでたどり着けた。 ワーク

ショップを作る過程では、 ３人とも苦労をされていたが、 それぞれにオリジナリティがあり、 楽しいワークショップのプ

ロトタイプができあがったので、 これからブラッシュアップされていくのが楽しみである。

最後に、 担当者自身としても、 様々なワークショップを間近で見学することができた上、 ワークショップを作る上、

実施する上での必要な知識を学べたことも成果のひとつである。 ワークショップはデザイン、 ファシリテーション、 ア

シスタントの能力も必要であり、作ったワークショップを関係者内で実施し、その後、公募型で実施し、ブラッシュアッ

プをし、 経験を積み上げ、 （学校に持って行く場合は） 最後に学校に持っていくべきという流れや、 ワークショップ

もひとつの作品であるということ、 作る方自身が、 自身のアーティスト性についてしっかり自己と対話しながら作らなけ

れば良いワークショップが作れないことなど、 非常に多くのことを学ぶことができた。

●今後の展望
本事業をきっかけに、来年度は予算化し継続事業として、引き続き地域の演劇活動者の方々と今回お世話になっ

た福田さんとワークショップ事業を続けていくことができる運びとなった。 組織として、 本事業を定番化させて劇場が

地域の役に立てるような、 社会的な価値を提供できるように今後も努めていく。

最後に、 この場をお借りし、 終始、 誠実に向き合ってくださった地域創造およびF's Companyの皆様に御礼を申

し上げたい。

担当者の報告・評価
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アーティストレポート

「煮えたら食う」 その日のために煮はじめる

福田修志

「煮えたら食う」 というのが、 この地域の人の特徴だと地元の人に聞きました。 「とにかく慎重で新しい物にはすぐ

には食いつかない」 という意味だそうです。 鳥取県立倉吉未来中心という劇場は、 そんな鳥取県の中部地区にある

劇場でした。 新しい物には何にでもすぐに食いつく長崎人の僕からすると、 真反対のような特性ですが、 もしかした

らこれは雪が多く降る地域に住む人の特性の一つなのではないかと、 帰りの電車の中で降り積もる雪を見ながら思

いました。 それくらい、 あの二回目派遣の時の降り積もった雪は印象深く、 危うく実施が出来なかった可能性と共に

僕の心の中に深く残っています。 担当の宮本さんも、 そんな慎重な一面を持った方で、 全体研修会の時から熱心

に僕の話に耳を傾け、 何でも簡単に飲み込まずに慎重に慎重に、 分からない事は何でも確認して、 自身の中に落

とし込んでいく。 そういった担当者の丁寧な姿勢が、 今回の事業が充実した時間になった理由の一つではないかと

思っています。

「人づくり」を柱に進めた今回の事業では、大きく分けて三つの事を行いました。 「劇場の職員に向けたワークショッ

プ」 「未来へと繋がる子供たちへ向けたワークショップ」 「地元のアーティストへ向けたワークショップ」 という三つです。

劇場職員向けに行ったインリーチでは、 単なる知識ではなく、 実体験を伴った 「活きた言葉」 を様々な関係者と

一緒に共有しました。おそらく過去に別の研修などで既に知識としては身につけていたのではないかと思うのですが、

私達アーティストが自分の言葉で実体験として伝える事で、 「より自分の中にスッと入って来た」 という感想をいただ

いたので、 それこそが私達が派遣される意味なんだろうなと改めて感じました。

演劇アウトリーチを実施した学校の子供たちも先生方も、 最初は慎重になっていたのですが、 慣れてくるといつも

以上に温かく迎えていただき、 有り難い限りでした。 また、 劇場を使った 『宝探し』 や 『紙であそぶ桃太郎』 など

に比べると、演劇色を強く感じる 『とびだせ！わたしの絵日記』 の参加者が少なかったのは今後の課題となりました。

「演劇のワークショップ事業をあまりやったことがない」 という事だったので、 今後も続けて実施し理解を深めていくこ

とが大事だと思います。

最も苦労したのは、 地元アーティストの方が対象の 『ワークショップを作ってみる』 だったのではないかと思いま

す。 「演劇人口が少なく、劇場との繋がりも薄い」 ということだったので、劇場と地元アーティストが繋がる所から始め、

自らのアーティスト性と向き合いながら、 それぞれが自分自身でプログラムを作成していくというもの。 プログラム作り

は、 コチラがどんなにアドバイスをした所で、 最終的にはアーティスト自身が作るしかないものなので、 『やってみる』

までの道のりは、 とても険しくて苦しかった事だと思います。 最終的には、 三人のアーティストが三種三様のプログラ

ムの形までなんとか辿り着くことが出来たので、 一安心しました。

「人づくり」 というのは言葉としては簡単に聞こえるのですが、 実際に行うとなると大変な労力と時間がかかる事だ

と思います。 劇場で働く人も、観に来る人たちも、ワークショップを行うアーティストも、簡単に育つものではありません。

これから長い時間をかけて丁寧に、 大切に、 そして慎重に積み上げていくしかないと思います。 それでもこの街の

人ならば、 この劇場の人たちならば、 いつか 「煮えたら食う」 ために、 それぞれがお互いを支え合いながら、 進ん

でいけると僕は信じています。
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スケジュール

安来市総合文化ホール アルテピア（島根県安来市）　実施データ

派遣 下見派遣 １回目派遣 ２回目派遣

月日 4/12（金） 4/13（土） 6/27（木） 6/28（金） 6/29（土） 6/30（日） 10/24（木）10/25（金）10/26（土）10/27（日）

9:00

移動

移動

移動

移動

振り返り
10:00 アルテピア 

下見 親子ワーク
ショップ

振り返り
島田小学校

２年生アウト
リーチ

語り部チー
ムワーク

ショップ②11:00

移動

12:00

安来学園下
見・打合せ 全体打合せ13:00

全体打合せ 島田小学校
３年生アウト

リーチ

安田小学校
４・５年生
アウトリー

チ
14:00 安来学園ア

ウトリーチ
②安田小下見・

打合せ
安来学園アウ
トリーチ①15:00

全体打合せ 全体打合せ
島田小下見・

打合せ16:00 島田小学校 
振り返り

安来学園 
振り返り

安田小学校
振り返り

振り返り

全体振り返り17:00

18:00

移動

語り部チーム
ワークショッ

プ①19:00
職員インリーチ

20:00

実施団体 AJ共同事業体

実施ホール 安来市総合文化ホール　アルテピア

担当者 坂口 寛、田中小百合

実施期間
下 見 派 遣　令和６年４月12日（金）～４月13日（土）
１回目派遣　令和６年６月27日（木）～６月30日（日）
２回目派遣　令和６年10月24日（木）～10月27日（日）

アーティスト等 アーティスト：越智良江　　アシスタント：関根好香、大石丈太郎

■下見派遣内容
４月12日 （金）　打合せ、 安来市立島田小学校下見 ・打合せ

４月13日 （土）　アルテピア下見、 安来学園下見 ・打合せ、 打合せ

■１回目派遣内容
６月28日 （金）　 10:40～12:15　安来市立島田小学校２年生アウトリーチ

　　　　　　　　　　 13:40～15:15　安来市立島田小学校３年生アウトリーチ

６月29日 （土）　 10:00～12:00　親子ワークショップ

　　　　　　　　　　 14:30～16:00　安来学園アウトリーチ①

　　　　　　　　　　 18:30～20:00　語り部チームワークショップ①

■２回目派遣内容
10月25日 （金） 13:50～15:25　安来市立安田小学校４ ・ ５年生アウトリーチ　

　　　　　　　　　　 19:00～20:30　職員インリーチ

10月26日 （土） 10:30～12:00　語り部チームワークショップ②

　　　　　　　　　　 14:10～15:40　安来学園アウトリーチ②
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安来市立島田小学校アウトリーチ
６月28日（金）10:40～12:15（２年生）、13:40～15:15（３年生）
会場：安来市立島田小学校　視聴覚室
参加者：２年生34名、３年生34名

当館初の演劇人によるアウトリーチ。 最初の自己紹介で、 児童が転が

したサイコロに描かれた絵を元に、 「劇作家」 が物語を作り、 その後 「俳

優」 が物語を演じ、 「演出家」 が役の設定を変更して 「俳優」 が別バー

ジョンを演じると、児童の興奮とワクワク感が高まりました。 後半は３グルー

プに分かれ、 右手を上下させる動きから連想したシーンを考え、 ３年生

は自分たちで台詞も加えて発表しました。 担任の先生からは、 ２年生の

普段は大人しい児童も全員が主体的に活動し、 ３年生は日頃親しくない

児童と協力しながら発表できた点が評価されました。

親子ワークショップ
６月29日（土）10:00～12:00
会場：安来市総合文化ホール アルテピア 小ホール
参加者：10名

小学校３～６年生とその家族を対象に公募したワークショップでは、 ま

ず 「劇作家」 「演出家」 「俳優」 の紹介を行いました。 前半は、 別の家

族の大人・子どもでペアを組み、 インタビューや身体を使ったコミュニケー

ションゲームを行い、初対面の相手とのやり取りが良い緊張感を生み出し、

思い切った表現が見られました。 後半では、 小さな人形をチームで協力

して隠したり、 『走れメロス』 の展開について意見を出したり、 実際に出

演したりしました。親にとっては、我が子の様子を客観的に見ることができ、

他の子どもとの交流を通じて我が子との反応の違いを感じる貴重な機会と

なりました。

安来学園アウトリーチ①
６月29日（土）14:30～16:00
会場：安来学園
参加者：12名

地元の社会福祉法人が運営する児童養護施設の小学生が参加した

ワークショップでは、 まず 「劇作家」 「演出家」 「俳優」 の紹介を行いま

した。 前半は全員で拍手まわしをし、 ペアで棒を支えて移動するゲーム

を行いました。 途中で高学年男子３名が輪から外れましたが、 興味が湧

いた場面で戻ってきました。 後半は 「安来太郎」 というオリジナルの物

語を創作し、みんなで演じる中で 「川から流れてくるもの」 「渡す食べ物」

「出会う仲間」 「オニとの勝負方法」 を考えました。 安来学園職員からは、

「高学年女子が初めて参加」 「低学年の無邪気さに引っ張られてみんな

楽しんだ」 との感想をいただきました。 非日常的な刺激を感じたのでは

ないかと思われました。

施設の事情のため

写真なし
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アルテピアは、 ㈲アクティブ ・ プロと㈱JTB山陰支店の２社で指定管

理を行っています。 本社２社で働いている職員と実際にアルテピアで働

いている職員が一緒になってインリーチを受講しました。

最初は、 自分の名前と好きなおにぎりの具を順番に言っていきました。

次に仲間集め、 ペアで棒を落とさないようにコミュニケーションをとって動

きました。 その後、グループワークで、素敵な場所を身体で表現、グルー

プ内１名のエピソードを再現しました。

答えの無い問いに対して、グループ毎に話し合ってそれぞれが表現し、

お互い知らなかった一面を感じ、 より親しみを持てるようになりました。

職員インリーチ
10月25日（金）19:00～20:30
会場：安来市総合文化ホール アルテピア 小ホール
参加者：12名

児童がイラスト付きのサイコロを転がし、 出た絵を元に 「劇作家」 が物

語を作り、 「俳優」 が演じました。 「演出家」 が役の設定を変え、 「俳優」

が別バージョンを演じることで、 児童は役割を楽しく理解しました。 後半

では、仲間集めや人形のように動かない相手を少しずつ動かすゲームや、

グループで楽器を表現しました。 最後に、 単純な動きから物語を創作し

ました。 担任の先生からは、 「４年生の発想を５年生がリード」 「４年生が

90分間集中して参加」 「学力で遅れがちな男児が活動にのめり込んだ」

との感想をいただきました。

安来市立安田小学校アウトリーチ
10月25日（金）13:50～15:25（４・５年生）
会場：安来市立安田小学校　音楽室
参加者：26名（４年生13名、５年生13名）

今年度の市民参加型公演の参加者に対して行ったワークショップ。

前半は、参加理由を話す、サイレントの仲間集め、架空の職業当てゲー

ムを行いました。 会うのが２回目の参加者たちが、 お互いの人柄を感じる

ことができました。

後半は、 宮沢賢治の 『注文の多い料理店』 の一部をペアで表現しま

した。 事前の話し合い無しに、 相手の読み方を受けて代わる代わるアイ

コンタクトをしながら読みました。 演劇の経験のある参加者とそうでない参

加者がいる中、 相手を意識して表現する体験ができました。

お互いの事が分かったため、 実施後に連絡先交換をするなど、 今後

の交流が深まりました。

語り部チームワークショップ①
６月29日（土）18:30～20:00
会場：安来市総合文化ホール アルテピア 小ホール
参加者：14名
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地元の社会福祉法人が運営している児童養護施設に入所している小

学生と５歳児が参加しました。 両親との面会など別行事と日程が重なった

ため、 参加人数が少なくなりました。 ５歳児は、 参加者の姉弟であったた

め、 職員付きで参加することになりました。

怪盗からの挑戦というストーリーで、 職員の宝物 （キーホルダー） を返

してもらう為、 指示に従い、 体育館の長さを測る、 テープで体育館に絵

をつくる、 ステージで得意なことを披露、 庭で宝物を見付けるという活動

を行いました。 怪盗の指示は、 指示書に書かれており、 職員の背中や

ホワイトボードの裏に貼られているのを参加者が見付けながら進めていき

ました。

途中で男児 （小５） が見付けた指示書を隠したため、 ヒントをもらいな

がら全員が本気で探す場面もありました。

職員からは 「２回目の実施だったので、 子どもが参加し易そうだった」

「前回、 微動だにしなかった女児 （小５） が得意なブリッジを披露する際

は一瞬で生き生きと動き出した」 「５歳児は大人数が苦手で、 イベントは

最初から最後まで固まっているのに、 今回は最後まで楽しく参加できた」

という感想をいただきました。

安来学園アウトリーチ②
10月26日（土）14:10～15:40
会場：安来学園
参加者：５名

今年度の市民参加型公演の参加者に対して行ったワークショップ。

自己紹介代わりに名前と好きなおにぎりの具を言う、 仲間集めで、 ど

んな人が集まっているのかを知ることができました。 その後、 ペアで相手

を感じながら棒を動かすゲームを行いました。

後半は、 宮沢賢治の 『注文の多い料理店』 についてグループで表現

したい箇所を練習して発表しました。 それぞれが活発に意見を出し、 自

然に出来上がったリーダー役が方向性を取りまとめていました。

話し合うことでお互いの考え方や声の感じを知ることができ、 ２月本番

の公演に向けて気持ちが前に向きました。

語り部チームワークショップ②
10月26日（土）10:30～12:00
会場：安来市総合文化ホール アルテピア 小ホール
参加者：12名
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●この事業への参加動機
当館 （アルテピア） は2017年に開館し、 当初劇団四季公演が１回、 高校の芸術鑑賞会で演劇公演が１回行わ

れたぐらいで、 演劇公演が行われていない。 勿論、 演劇の手法を使ったワークショップの実績もない。 この様な状

況で急に演劇分野の活動を取り入れるのは困難なため、 リージョナルシアター事業を行うことで、 それ以降の演劇

分野の活動に繋げていきたいと考えた。

また、 児童養護施設や養護学校など、 コミュニケーションが苦手な子ども達に対し、 演劇的な手法を使ったワー

クショップを実施することで、 心を開放する瞬間を経験してもらいたいと思っていた。

●企画・実施において苦労した点
①　公募ワークショップ

申し込みが少なく苦労した。 小学生低学年に比べ、 高学年とその家族は係わりが薄くなるため、 その層に向けて

ワークショップを実施したかった。 しかし、ただでさえ初めての取組で参加者が少ないにも係わらず、参加者枠を絞っ

てしまったため、 更に参加者が減ってしまった。 「親子での参加」 という募集ではなく、 「親子で参加できます」 とい

う表現で、 子どもだけでも参加できる選択肢の幅の広さを保つべきだった。

②　児童養護施設

学校ではないため強制参加にはならず、 また、 両親との面会など急に行事が入ることもあり、 事前に参加者の属

性や数が分からない状況であった。 そもそも、 未就学児～高校生まで入所しているため、 年齢の幅も広く、 多くの

子どもたちに参加してもらいたいが、 一方で、 講師の負担を考えると参加者の年齢幅を制限せざるを得なかった。

③　小学校アウトリーチ

地域創造からのアドバイスがあり、小学４年生以上での実施を打診したが、学校からは小学２・３年生を希望された。

●プログラムを実施した成果
①　児童養護施設

２回実施し、 １回目は小学生12人、 ２回目は５歳１人＋小学２年生２人＋小学５年生２人であった。 行事が重なっ

て２回目は参加者が激減したが、 ２回目の方が自分の気持ちを表に出すことができていた。 １回目の時に入所した

ばかりのタイミングだった女児 （小５） は、 座り込んでほとんど動かなかったが、 ２回目は得意のブリッジを披露する

など、 自分の考えで動くことができていた。 今後継続することで、 大きな変化が生まれると感じさせられた。

②　小学校アウトリーチ

学業では遅れがちな男児 （小５） が自発的にアドリブで台詞を言ったり、日頃は話もしないクラスメイトと協力したり、

教室では見られない状況が見られた。 日常との違いは、 担任が一番よく分かっているので、 児童の違う一面を見て

もらえたのは良かった。

③　職員インリーチ

通常のビジネスとは異なり、 事前に具体的な内容まで知らせていなかったため、 不安な気持ちで参加した職員も、

それぞれが積極的に参加できた。 普段は違う場所で働いているため初対面同士も多かったが、 相手への気兼ねも

忘れ講師の指示に応えたため、 全員が対等に意見交換をしていた。

●今後の展望
・ �小中学校のアウトリーチは、 例年学校の実施希望を募っており、 ２月頃の校長会にて次年度のアウトリーチ内容

をプレゼンしている。 次回校長会では、 募集内容の説明だけではなく、 今年度の報告も配布し、 どの様なアウト

リーチだったのかを知ってもらおうと考えている。 これにより、 アウトリーチを積極的に活用したいという小中学校が

増えることを期待している。

・ �児童養護施設のアウトリーチは毎年継続することで、 「アウトリーチ」 に子どもも施設職員も慣れ、 アルテピアと施

設がもっと協働して計画できるようにしたい。そうすることで、より子どもたちにとって有意義な活動になると思われる。

・ �今回は実施できなかった養護学校での実施を検討したい。 今回は、 児童養護施設が初実施だったため、 養護

学校での実施は見送ったが、 次回はぜひ実施したい。

担当者の報告・評価
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スタートは熱意から、 地域を仲間に

越智良江

アルテピアのある島根県安来市は、 鳥取県との県境。 隣の米子市まで近いため、 意欲的な方は演劇事業が多く

行われている米子に行く人も多いとのこと。 これまで演劇ワークショップの実施がなく、 更に近くの養護施設との連携

をしていきたいとリージョナルシアター事業に応募されました。 その他の助成金申請も数多く行っており、 事業費が

限られる中で、 なんとか様々な事業を実施していきたいという職員さんの意識が高い印象でした。

今回は小学校と養護施設へのアウトリーチ、 公募企画の朗読参加者へのワークショップ、 指定管理団体の職員

向けのインリーチ。

小学校アウトリーチでは、 １回目の派遣では２ ・ ３年生、 ２回目派遣では別の小学校で４ ・ ５年生を実施。 低学年

でアウトリーチを行うのは少し早いのでは、 と感じつつも、 百聞は一見にしかず。 初めて演劇のアウトリーチを受け

入れて下さる学校だったので、 先生方に見て ・ 参加して ・ 知っていただく第一歩となったと思います。 学校側の柔

軟性と、 プッシュして効果を伝え続けてくださった劇場職員さんあってこその実施となりました。

養護施設へのアウトリーチでは、 １回目派遣の時には、 無言で座っていた女の子が２回目では、 自分の得意技を

見せてくれ、 自信溢れる姿に驚きました。 「今この時間は、 自分を出しても良いのだ」 と感じてくれたのかなと、 嬉

しく思いました。 施設とはこれからもアウトリーチを続けていきたいとのことで、 他劇場の参考となる養護施設と劇場連

携のパイオニアになっていくかもしれません。

朗読参加者ワークショップは、 共に作品作りを行なっていくものの、 稽古回数が限られている中で、 参加者同士

がお互いをもう少し知り、 共に作品を作っていくきっかけとなるワークショップを行いました。 公募で自ら応募されて来

られた皆さんは意欲が高く、 「もっと読みたい ・ やりたい」 という気持ちがひしひしと感じられました。 意欲的な市民

が実は結構いて、 もしかしたらこれから劇場がワークショップや創造事業を行なっていく時の仲間となってくれるので

はないかと私は思いました。

職員向けのインリーチでは、 ２社で指定管理を受ける共同体となっていることから、 普段は一緒に仕事をしない若

手から管理職まで様々な立場の方が参加され、 仕事の枠を超え、 共に想像して創造するワークショップとなりました。

若手職員の日頃の思いがほんのり垣間見える場面も。 「実はこんな一面もあったのか」 と、 仕事では見えなかった

人柄に、 少し見方が変わるきっかけになったかもしれません。

今回は多様なワークショップの実施となりました。 アルテピアはとても素敵な劇場です。 ハード面はもちろん、 バラ

ンスの取れた職員さんがタッグを組んで、お互いに遠慮しないでやっている感じがとても良かったのです。これから先、

もし難しい事柄があったとしても、 きっとここの職員さんたちは楽しくおかしく悩みながら進んでいかれるのだろうと思

います。 なまじ、 パワフルな職員さんなので、 クリアできていくかもしれません。 でもその時に、 味方が更に増えてく

れていたら良いなと思いました。

愛されてなんぼの劇場。 市民参加型の仕掛けや手法を見つけて劇場の熱意が広まり、 市民の力が集まる ・ 人の

力で動かす場所になっていく、 そのちょっとしたヒントやきっかけにリージョナルシアター事業がなると嬉しく思います。

アーティストレポート
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スケジュール

丸亀市綾歌総合文化会館（アイレックス）（香川県丸亀市）　実施データ

派遣 下見派遣 １回目派遣 ２回目派遣

月日 12/16（月）12/17（火） 2/27（木） 2/28（金） 3/1（土） 3/2（日） 3/13（木） 3/14（金） 3/15（土） 3/16（日）

9:00
移動

村上学園
アウトリーチ

準備

10:00

移動

会場下見
打合せ等 職員

インリーチ

碧空会
お顔合せ 振り返り

アイレックス
うどんくらぶ

振り返り

11:00 まなび文化課
課長訪問

移動

昼食

移動

ヒアリング

移動

移動

12:00 昼食 準備

移動

昼食 片付け
昼食 昼食

13:00
打合せ等

南中学校
ボランティア部

WS
打合せ等
会場下見

打合せ
14:00

事前打合

うどんくらぶ
準備

移動
準備移動

15:00 丸亀南中
打合せ

村上学園
打合せ

移動
集合

打合せ等
藤井学園

アウトリーチ準備
16:00

移動 藤井学園
打合せ移動

打合せ等 市内高校
演劇部等

WS
17:00

市内施設見学 打合せ等 ヒアリング

18:00

移動

意見交換会
ヒアリング

19:00

20:00

21:00

実施団体 公益財団法人丸亀市福祉事業団

実施ホール 丸亀市綾歌総合文化会館（アイレックス）

担当者 髙畑絵美、馬場修司、富澤侑生

実施期間
下見派遣　令和６年12月16日（月）～12月17日（火）
１回目派遣　令和７年２月27日（木）～３月２日（日）
２回目派遣　令和７年３月13日（木）～３月16日（日）

アーティスト等 アーティスト：多田淳之介　　アシスタント:金川直美、河村若菜

■下見派遣内容
12月16日 （月）　丸亀市綾歌総合文化会館 （アイレックス） 下見、 打合せ、

12月17日 （火）　丸亀市生涯学習センター下見、 丸亀市協働推進部まなび文化課課長訪問、 丸亀市立南中学校打合せ

■１回目派遣内容
２月28日 （金） 10:00～12:00　職員インリーチ （演劇ワークショップ体験）

　　　　　　　　　　16:30～18:30　丸亀市内高校演劇部等合同ワークショップ （演劇ワークショップ ・おままごと）

３月１日 （土）　 13:00～17:00　丸亀市立南中学校ボランティア部ワークショップ （演劇ワークショップ体験 ・ うどんくらぶ企画会議）

■２回目派遣内容
３月14日 （金）　 9:15～11:15　学校法人村上学園高等学校アウトリーチ

３月15日 （土） 10:00～12:00　「アイレックスうどんくらぶ」

　　　　　　　　　　15:00～17:00　学校法人藤井学園ダンス部アウトリーチ
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市内の高校演劇部の生徒を対象にしたワークショップを実施しました。

前半では、 アイスブレイクとして 「名前＋寿司ネタ回し」 を行い、 最初は

少し緊張した様子だった参加者たちも、 すぐに打ち解け、 和やかな雰囲

気になりました。

続いて、 目を閉じた参加者に対し、 口頭でポーズを指示するゲームを

実施。相手がその指示をどのように解釈して表現するかを体験することで、

言葉による伝達の難しさと解釈の多様性を学ぶ貴重な時間となりました。

後半では、 参加者を２チームに分けて 「おままごと」 を実施。 問題を

抱えた家族をテーマに、 家族内の設定を自由に考え、 演じるというもの

でした。 台本がない状況で、 その場で配役を考え、 キャラクターの背景

や感情を想像しながら演じるこの体験は、 演劇部の生徒たちにとっても初

めての挑戦だったようです。 終了後には、 「相手とのコンタクトが伝えるた

めにとても重要だと気づいた」 「大人と交流できたことで、 大人の目線に

立って考えることができた」 といった感想が寄せられました。

丸亀市内高校演劇部等合同ワークショップ
２月28日（金）16:30～18:30
会場：丸亀市生涯学習センター　小ホール
参加者：９名

当財団職員と市職員を対象に、 初めて演劇の手法を活用したワーク

ショップを開催しました。 この取り組みを通じて、 今後同様の企画を実施

する際のヒントを得ることができました。 「演劇の手法を活用する」 という

概念を効果的に伝えることに課題を感じていましたが、 自ら体験すること

で、 他者へ具体的に伝える方法を学ぶ貴重な機会となりました。

ワークショップでは、 「じゃんけんで負けた方が手を掴む」 「サイレント

移動」 「しりとりを活用した台本作りと再現」 など、 多彩なプログラムを通

じて学びを深めました。 これにより、 他者の行動や言動を観察し適切に

反応することの重要性や、 相手の気持ちを想像する力の大切さを実感し

ました。 また、 自身が他者からどのように見られているかを意識することの

必要性にも気づくことができました。

職員インリーチ（演劇ワークショップ体験）
２月28日（金）10:00～12:00
会場：丸亀市綾歌総合文化会館（アイレックス）小ホール
参加者：８名
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先生との事前打ち合わせでは、 「いろんな体験を通じて成長し、 社会

に触れることで自立してほしい」 というご要望を受け、 ワークショップの内

容を計画しました。

当日はまず 「失敗を楽しむ」 というテーマでアイスブレイクを行い、 生

徒の心を早い段階で和らげることができました。 また、 「人は本当の気持

ちを隠して演じる生きもの」 という多田さんの言葉に共感する姿が見られ

ました。 休憩中、 生徒同士でお互いの作品について意見を交わし、 表

現する楽しさを再確認している様子も印象的でした。

朗読パフォーマンスでは、 多田さんやアシスタントさんのフォローを受

けながら、 生徒たちは自分なりの表現を少しずつ見つけることができ、 安

心感を得ていたようでした。

「演劇の手法を用いたワークショップ」 と聞いて、 当初は 「難しい演劇

をするのでは」 「怖い、 不安、 よくわからない」 といった印象を持ってい

た生徒たちでしたが、 ワークショップ後には 「楽しい」 「身近なものとして

感じられた」 「創造力が豊かになった」 「緊張せずに表現できるようになっ

た」 と、 ポジティブな感想が多く寄せられました。

学校法人村上学園高等学校アウトリーチ
３月14日（金）９:15～11:15
会場：村上学園高等学校　ホール 
参加者：13名（２年生）

丸亀市立南中学校ボランティア部 （通称 ： 南中発幸舞連） の顧問の

先生から、「生徒たちに多様な体験をさせたい」というリクエストを受け、ワー

クショップだけでなく地域交流会の企画を行うプランが誕生しました。

当日は、 演劇の手法を活用したワークショップと、 「アイレックスうどんく

らぶ」 の企画会議が行われました。

前半のワークショップではゲームを通じて、 言葉以外で相手に気持ち

や思いを伝える方法を体験しました。 また、 グループで丸亀の観光地を

全身を使って表現する活動では、 生徒たちは創造力を活かして観光名

所を体現。 特に 「好きな果物」 を言葉を使わずに表現する課題では、

その難しさを実感しながらも、 伝え方についての新たな発見を得たようで

す。

後半の企画会議では、 「アイレックスうどんくらぶ」 の内容について多

田さんから説明を受けた後、 地域の皆さんが楽しめるゲームのアイデアを

グループで考案しました。 さらに、 うどんボランティア団体 「碧空会」 さ

んの歴史や活動を紹介するコーナーや、 中学生と地域の大人が交流を

深めるための質問コーナーなどの企画について話し合いました。 考案し

たゲームの実施検討も行い、 多人数で実施する際の課題を検証するな

ど、 入念に準備を進めました。

参加した生徒たちからは、 「相手のことをよく観察することの大切さが分

かりました」 「地域の人々が楽しめるゲームを考えるのが楽しかった」 な

どの感想が寄せられました。

丸亀市立南中学校ボランティア部ワークショップ（演劇ワークショップ体験・うどんくらぶ企画会議）
３月１日（土）13:00～17:00
会場：丸亀市綾歌総合文化会館（アイレックス）小ホール
参加者：24名
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事前の先生との打ち合わせをもとに、 「空気を通じて伝わる心情」 「ナ

チュラルな笑顔」 「自然体とは何か」 をテーマに、 自分の心と体のつな

がりを実感できるようなワークショップを企画しました。

ダンス部の生徒が参加するということもあり、 動きを中心としたゲームを

数多く取り入れました。 その中で、 生徒たちは 「他人の表現を見る」 「見

る側がそれを想像する」 「自分のものとして創造する」 というサイクルを体

感していました。 また、 ランダムウォークの際、 多田さんが話された 「人

の感情はそんなにシンプルではない」 という言葉に深く共感する姿も見ら

れました。

ワークショップ後には、 「言葉を使わなくても動きで伝わるものがある」

「自分の体験や経験を想像して、 それを表現に生かせると気づいた」 と

いう感想が寄せられ、 演劇の手法をダンスに活用する可能性を見出して

いる様子が伺えました。 さらに、 先生からは 「それぞれの想像が異なる

ことがわかり、 それをアウトプットして考えを統一することで、 ダンスの動き

もまとまりが生まれるのではないか」 との感想をいただきました。

このように、 生徒たちは演劇の手法を通じて新たな視点を得るだけで

なく、 創造力や表現力を磨く貴重な時間を過ごしていました。

学校法人藤井学園ダンス部アウトリーチ
２月28日（金）16:30～18:30
会場：藤井学園　ユリーカホール
参加者：27名

３月１日 （土） に丸亀市立南中学校ボランティア部の皆さんと企画した

「第１回アイレックスうどんくらぶ」 を実施しました。

はじめに、 ウエルカムゲームとして、 うどんを模した輪投げを実施し、

参加者に 「これから何か面白いことが始まりそうだ」 と期待感を持ってい

ただけるように工夫しました。 また、 参加者をランダムにグループ分けす

ることで、初対面同士でも自然に交流が生まれる仕組みを取り入れました。

中学生が企画したゲームは大いに盛り上がり、 参加者同士の距離が次

第に縮まっていきました。 その後、 碧空会の打ち立てうどんを味わいなが

ら、 中学生たちが碧空会の紹介を行う時間を設けました。 皆さん、 食事

を楽しみながらも真剣に耳を傾けており、 非常に充実したひとときとなりま

した。

このプログラムを通じ、 地域住民と中学生が共に活動する意義を強く

感じました。 この取り組みでは、 世代間の交流を深めることはもちろん、

地域文化の継承という大きな目標に向けた第一歩が踏み出されました。

特に、 うどんボランティア団体 「碧空会」 との連携により、 地域の文化的

アイデンティティや伝統の大切さを再認識する機会となりました。 また、

生徒たちは地域住民との対話を通じて、 相手を思いやる姿勢や観察力

の重要性を学ぶことができ、 多世代とのつながりが新たな価値を生み出

す可能性を実感しました。

「アイレックスうどんくらぶ」
３月15日（土）10:00～12:00
会場：丸亀市綾歌総合文化会館（アイレックス）小ホール
参加者：66名
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●この事業への参加動機
丸亀市綾歌総合文化会館では、 すべての市民が文化芸術に触れ、 多様な価値観との出会いを通じて地域課題

の解決や文化の振興に寄与できる場の提供を目指しています。

今回、 「リージョナルシアター事業」 に参加することで、 地域課題に目を向けるきっかけを得られるのではないか

と考えました。 また、 職員として企画から実施までのプロセスを経験し、 自身の能力向上につなげることで、 今後の

活動に役立てたいと思いました。

さらに、 演劇の手法がもたらす新たな可能性をホールの活動に取り入れられるかを探る機会としても期待しており、

文化を通じて地域に新たなつながりを生み出し、 地域の魅力や課題に対する新たな視点を得るきっかけとなればと

考えました。

●企画・実施において苦労した点
担当者が４月から交代した影響で、 リージョナルシアター事業への理解に時間を要しました。 また、 「演劇の手法

を用いたワークショップ」 という事業内容を学校などに効果的に伝えるのに苦労しました。 特に、 丸亀市内の中高生

を対象としたプログラムを３月上旬から中旬に計画していたため、 学校の年度末行事と重なることが多く、 受け入れ

先を見つけるのに苦戦しました。 多田さんや地域創造の担当者様が事業について熱心に助言やサポートをしてくだ

さったおかげで、 無事に最終日を迎えることができました。

対象者やプログラムの目的が明確でない場合、 円滑な進行が難しいことを痛感しました。 そのため、 今後プログ

ラムを実施する際には、 これらをしっかりと整理し、 計画を立てるよう心掛けたいと思います。

●プログラムを実施した成果
目的や目標を明確に持ちながら事業を進めることで、短時間であっても目指す成果に近づけることが分かりました。

また、 アウトリーチやインリーチの際には、 相手方の希望や要望に耳を傾けることで、 ワークショップの効果を実感し

ていただけることも確認できました。

さらに、 市内の中高生を対象に、 それぞれの学校の特性に合わせたワークショップを実施していただいた結果、

終了時には 「こういったことに活かしていきたい」 や 「自分の心に耳を傾けることができた」 といったポジティブな感

想が多数寄せられ、 生徒たちの心の変化を感じることができました。 このような取り組みを通じて、 多様な学びや気

づきを提供できたことに大きな意義を感じています。

●今後の展望
今回、 地域や学校が抱える課題に真摯に向き合うことで、 公益財団法人として今後取り組むべき方向性を見出す

ことができました。

今回実施した 「アイレックスうどんくらぶ」 は、小規模ながらも毎回異なる内容で継続していきたいと考えています。

さらに多様な世代が参加しやすいプログラムを拡充し、 「アイレックスに行けば何か面白いことをやっているかもしれ

ない」 「アイレックスに行けば誰か居るかも」 という新しい居場所となると共に、 地域文化の継承を促進し、 参加者

が共に楽しみながら学ぶ場を作り上げることができるよう、 「アイレックスうどんくらぶ」 を持続的に開催し、 地域全体

が文化の共有と交流を通じて活気ある社会を築く礎となることを目指していきます。

また、 当館にとって初の中高生を対象としたアウトリーチとなりましたが、 これを足掛かりに事業をさらに拡充し、

幅広い世代に対して芸術を通じた心の豊かさを届けられるよう努力していきたいと思います。 こうした取り組みを通じ

て、 地域に根差した活動をより深化させていきたいと考えています。

担当者の報告・評価
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アーティストレポート

未来への第一歩

多田淳之介

今年のリージョナルシアター事業、 に限らずこれまでも何度もあったことですが、 研修会の後に担当者が離職し、

研修を受けていない方が新たな担当者になったため、 非常に事業のスタートに困難を抱えたリージョナルシアター事

業でした。 そもそもリージョナルシアター事業自体が、 アウトリーチや地域プログラムをこれから始めたいというホール

のためのスキームですから、 研修会の時点で色々な知識や経験がないのは全く問題はありません。 そこから、 その

地域でなにをしたいのか、 なにができるのか、 実現のロードマップを一緒に作り実践していくのがこの事業の醍醐味

でもあります。 ただ研修会以後に担当者が変わるのは非常にマイナスです。 特に直営のホールだと人事異動が免

れないのは重々承知しながらも職員の専門性や継続性を考えないことが地域の文化行政が進んでいかない最も大き

な原因だと個人的には思っています。

担当者が変わった時によく言われるのが、 引き継ぎをしっかりしておきます、 という方便ですが、 僕の経験上ホー

ル事業の担当者が変わって引き継ぎがしっかりなされていたことはこれまで一度たりともありません。 これには理由が

しっかりあって、 体験は引き継げないからです。 担当者本人がわざわざ東京まで来て体験しなくては事業が成立し

ないくらい大切なものだから研修会を開いているのです。 これからご応募いただく団体は、 ぜひそのことを肝に銘じ

てご応募ください。

今回の丸亀市の場合、 だけではありませんが、 新しい担当者とゼロからまた事業を組み上げました。 前任者と打

ち合わせた内容は一ミリも踏襲せず、 新担当者が地域になにを感じ、 ホール事業にどんな夢を描いているのか、 ま

さに研修会でやるべきブレストはオンラインでのミーティングから下見で実際にお会いしてお話しするまで続きました。

今回のアイレックスさんは館長含めとても風通しの良い現場で、 部下や同僚を信頼しチャレンジや失敗も含めて全

体で事業を進めていく姿勢にとても感銘を受けましたし、 今回の事業が成功した大きな要因だったと思います。 新し

く主担当になられた髙畑さんも、 まだ事業経験が少ないながらもホール事業で地域を良くしたいという思いと、 貪欲

にさまざまな可能性を実現しようとするモチベーションと行動力で事業を成功に導いてくれました。 アウトリーチ先を

考える際も、 これまで行ったことのある小学校であったり、 やりやすいから、 という理由は一切考えず、 むしろこれま

で行ったことのない、 引きこもりや不登校の経験のある子どもたちが多く通う学校であったり、 髙畑さんがアウトリーチ

が必要だと思う現場に愚直に粘り強く交渉し、 実現にこじつけた力量も素晴らしかったです。

そして今回のメインイベント、 地域交流のための 「第一回アイレックスうどんくらぶ」 も髙畑さんの情熱のもと、 中

学生のアイデアと楽しむパワー、 そして地域の皆さんの地域を、 そしてうどんを愛する心が一つになった素晴らしい

催しになりました。

さんざん研修会から担当者は変わらないでほしいと言っておきながらですが、 新担当者の情熱と環境さえ揃えば

この事業はさまざまな可能性を発揮できます。 しかし、 それでも今回髙畑さんが最初から研修会に来ていただけて

いれば、 もっともっと良い事業になったとも思います。 例えば今回は新担当者が新年度になってから決まったので、

中学校へのアウトリーチは叶いませんでした。 研修会を終えてからの期間というのは、 地域や学校へのリサーチや

交渉、 事業のプランニングにとても大切な時期です。 地域創造のスタッフも派遣アーティストもその経過を共有しな

がら事業の実現に一緒に向かっていきます。 その結果リージョナルシアター事業から何年も続くホール事業が生ま

れたり、 その後発展をしていった事業もたくさんあります。 リージョナルシアター事業は小さなはじめの一歩ですが、

その一歩の先の未来も作っていく事業です。 ぜひ、 このスキームを最大限全国の地域のホールに活用してほしいと

切に願います。 担当者を最後まで担当させるのも未来への大事な一歩です。
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スケジュール

宇土市民会館（熊本県宇土市）　実施データ

派遣 下見派遣 １回目派遣 ２回目派遣

月日 5/8（水） 5/9（木） 7/15（月） 7/16（火） 7/17（水） 7/18（木） 1/21（火） 1/22（水） 1/23（木） 1/24（金）

9:00

移動

移動 移動
移動

移動

10:00
住吉中学校 
下見・打合せ 鶴城中学校 

１年生 
アウトリーチ

鶴城中学校 
３年生 

アウトリーチ
11:00

昼食 
市内視察12:00

集合 
移動 
準備

集合 
移動 
準備

休憩 休憩13:00 網田中学校 
下見・打合せ 網田中学校 

１年生 
アウトリーチ

住吉中学校 
２年生 

アウトリーチ14:00 鶴城中学校 
２年生 

アウトリーチ

鶴城中学校 
特別支援学級 
アウトリーチ

会館内視察 
全体打合せ

移動

15:00 全体打合せ
先生方との振返り 先生方との振返り

16:00 鶴城中学校 
下見・打合せ

移動

打合せ

先生方との 
振返り 移動 

休憩 
準備

移動 
休憩 
準備打合せ

17:00
会館周辺視察

１回目振返り 
2回目打合せ

18:00 鶴城中学校 
教職員 

インリーチ

一般公募WS 
「はじめての

ぶたい～え
んげき編～」19:00

20:00 全体 
フィードバック

21:00

実施団体 NPO法人宇土の文化を考える市民の会

実施ホール 宇土市民会館

担当者 岩瀬達郎、本田恵介

実施期間
下 見 派 遣　令和６年５月８日（水）～５月９日（木）
１回目派遣　令和６年７月15日（月）～７月18日（木）
２回目派遣　令和７年１月21日（火）～１月24日（金）

アーティスト等 アーティスト：田上 豊　　アシスタント:日髙啓介、荒木宏志

■下見派遣内容
５月８日 （水）　宇土市民会館内視察、 全体打合せ、 鶴城中学校視察 ・ 打合せ、 宇土市民会館周辺視察

５月９日 （木）　住吉中学校下見 ・打合せ、 宇土市内視察、 網田中学校下見 ・打合せ、 全体打合せ

■１回目派遣内容
７月16日 （火） 10:45～12:35　鶴城中学校１年生学習文化発表会　劇出演者向けアウトリーチ

　　　　　　　　　　13:50～15:40　鶴城中学校２年生学習文化発表会　劇出演者向けアウトリーチ

７月17日 （水） 10:45～12:35　鶴城中学校３年生学習文化発表会　劇出演者向けアウトリーチ

　　　　　　　　　　13:50～15:40　鶴城中学校特別支援学級アウトリーチ

■２回目派遣内容
１月22日 （水） 13:30～15:20　網田中学校１年生アウトリーチ

　　　　　　　　　　18:00～20:00　鶴城中学校教職員インリーチ

１月23日 （木） 13:25～15:15　住吉中学校２年生アウトリーチ

　　　　　　　　　　18:00～20:00　一般公募ワークショップ 「はじめてのぶたい～えんげき編～」
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鶴城中学校学習文化発表会劇出演者向けアウトリーチ（１～３年生、特別支援学級）
７月16日（火）10:45～12:35（１年生）、13:50～15:20（２年生）
７月17日（水）10:45～12:35（３年生）、13:50～15:20（特別支援学級）
会場：宇土市民会館 大ホール
参加者：１年生31名、２年生30名、３年生24名、支援学級16名

宇土市民会館に鶴城中学校が隣接しているという特徴を活かして、 大

ホールでのワークショップを実施しました。 10月に学習文化発表会にて劇

を発表する１～３年生と特別支援学級の生徒、 総勢101名の参加。

田上さんより 「『伝え合う、 助け合う、 演じ合う』 をテーマに想像力を

働かせながら頑張っていきましょう」 と話があり、ワークショップがスタート。

アイスブレイクでリラックス。 片方の手で膝をトントン、 もう片方で膝をスリ

スリと同時に動かし、 慣れたら空中で行う 「すりすりトントン」 や、 「じゃん

けんをして負けた方が手を掴み勝った方が逃げるゲーム」 を行い、 頭で

はイメージが出来ているのに手が思い通りに動かせない様子に、 生徒た

ちの笑顔がこぼれました。

次に、 「イス取り鬼ごっこ」 では、 全員で協力して鬼にイスを取られな

いように挑戦しました。 最初は数秒で鬼にイスを取られてしまいましたが、

お互いに作戦を出し合い、 数分間鬼をイスに座らせないことに成功。 緊

張もほぐれ、 みんなが楽しそうに笑いながら参加しました。 車椅子の生徒

も参加できる方法を取り入れたことで、 誰もが一緒に活動できる楽しさを

実感しました。 ２、 ３年生は 「聖徳太子ゲーム」 にも挑戦。 真ん中に立

ち正面の人の動きを真似しつつ、 左右の人たちの問いに答えながら後ろ

の人の話を聞くというもの。 各方面から情報が入ってくる状況に混乱する

中でも、 一生懸命に答えて笑顔を見せました。

後半では、 ３人１組でチームを組んでセリフの欠けている台本を埋め、

別のチームがセリフの仕上がった台本を演じるワークを行いました。 チー

ム全員でアイデアを出し合いながら形にしていく姿が印象的でした。 発表

の際には、 客席通路の柵を屋上に見立てたり、 薄暗い場所で発表し雰

囲気を作ったりと、 台本のセリフ ・状況で発表の場を変えるなど工夫が見

られました。

支援学級の生徒たちは 「動きで何を表現しているか」 を当てるジェス

チャーゲームを行い、 どう表現すれば相手に伝わるか考え、 伝わった際

のはち切れんばかりの笑顔はとても輝いていました。 ゲーム終了間際に

過剰な表現が原因で次の人を押し倒すトラブルが発生し、 一時中断とな

りました。 その後、 生徒たちと対話する時間に切り替え、 ワークショップを

終了しました。 この対話の時間は、 問題の解決やコミュニケーションの重

要性について話し合う大切な場となりました。

ワークショップに参加した生徒からは 「友達じゃない人とも仲良くなれ

て良かった」 「自分を表現することの喜びと、 達成感を感じました。 それ

に仲間と意見を出し合い、 作品を作りあげていくおもしろさを感じました」

「もっと色々な人と話して、 人と人の距離を縮めたい」 等の感想がありま

した。見学していた先生からも「教師にとっても活用できるものだったので、

生徒だけでなく教師側にもメリットのある体験でした」 「参加した生徒全員

が楽しそうに活動している姿を見て、 生徒の可能性は無限大だと気づき

ました。 他にも気づきがあり大変勉強になりました」 等の声をいただきま

した。



-54-

１回目派遣での鶴城中学校のワークショップを見学した先生たちから、

教員向けのワークショップもぜひ受けてみたいという声をいただき、 この

要望に応える形で、 参加者８名を迎えてワークショップを実施することが

決まりました。

このインリーチでは、 生徒たち同様の体験を通じて、 教育現場に役立

つスキルや方法を学びました。 緊張した面持ちの先生たちに対して、 田

上さんはインリーチの目的と流れを丁寧に説明。 最初に行った 「チェック

イン」 では、 自己紹介も兼ねて一人ずつ話をし、 参加者同士で共有し

合うことで、 お互いの理解を深め、 アイスブレイクの 「すりすりトントン」

などの活動を通じて、 身体と心がほぐれていきました。 動きが思うようにで

きないことに戸惑う先生たちの姿も見られましたが、 すぐにリラックスし、

笑顔がこぼれました。 その後も 「イスとり鬼ごっこ」 「ジェスチャーゲーム」

等を体験していき、 終始和やかな雰囲気で進んでいきました。

解説の中の 「演劇人は、 裏から物事を考える。 上手くいかないことで

もひっくり返すことで楽しさが生まれる」 の言葉に参加者はうなずき、 重

要な気づきとなったようです。 最後は全員で 「チェックアウト」 の掛け声

で締めくくりました。

参加した先生からは 「イメージしていたものと違って楽しかった」 「新鮮

なエッセンスを教室に取り入れる方法を学べた」 といった感想をいただき

ました。

鶴城中学校教職員インリーチ
１月22日（水）18:00～20:00
会場：宇土市民会館 大会議室
参加者：８名

網田中学校は小中一貫校で生徒の顔ぶれが変わらず、 外部の大人と

触れ合うことも少なく、 宇土市民会館から車で約20分と距離があるなど芸

術に触れる機会が少ない状況です。 そこで今回は１年生21名を対象に

ワークショップを実施。

初めは緊張や不安の表情を浮かべていましたが、 アイスブレイクとして

「すりすりトントン」 「イスとり鬼ごっこ」 等を行ううちに体も心もほぐれ、 表

情も和らいでいきました。

後半からは５つのチームに分かれてジェスチャーゲームを行いました。

お題をジェスチャーで表現し、 解答者が答えを出し合い、 正解すると順

に座っていくもの。 同じお題でも様々な表現の方法があり、 他チームの

発表を見た生徒たちからは、 「お～」 「なるほど」 と感嘆の声があがる場

面もありました。 アイスブレイク後でも緊張していた生徒も、 このゲームを

通じて、 一気に表情が明るくなり、 心から楽しんでいる様子が見受けられ

ました。

参加した生徒からは 「友達の知らなかったところを発見できて楽しかっ

た」 「今回の時間で演劇にとても興味が湧いた」 等の感想がありました。

担任の先生は 「生徒との接し方次第で、 あんなにも表情が明るくなること

に驚いた。 内に秘めた部分を引き出してもらった」 「生徒同士で感想を

言い合う時間が少しでもあればよかった」 との感想をいただきました。

網田中学校アウトリーチ
１月22日（水）13:30～15:20
会場：網田中学校 ミーティングルーム
参加者：21名（１年生）
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打合せで 「この事業はチャレンジの場として使っても良い。 演劇に興

味がある人を募集してみては」 との助言を受け、 公募ワークショップの開

催を決定。 チラシ配布の結果、 ６名の参加者が集まりました。

まず全員で自己紹介を行い、やりたいことを尋ねると、 「演技を見たい」

「台本を作りたい」 「講師の話を聞きたい」 といった声が上がりました。 講

師が話し始めると、 参加者は前のめりで熱心に耳を傾けていました。

アイスブレイクの後は、 発声練習を実施。 五十音を使った発声や、 声

量や感情を段階的に変える練習を通じ、 自分の声の特徴や表現の幅を

楽しく学びました。

休憩後は演技に挑戦。 最初は有名映画を題材に、 役やセリフに縛ら

れず自由に演じる 「お芝居ごっこ」。 次に、 未知の題材から想像して演

じる 「エチュード」。 最後は、シェイクスピア 『夏の夜の夢』 の台本を使い、

２人１組で演技を行いました。 小道具を使いながら、 それぞれが工夫を

凝らした演技に拍手が起こりました。

参加者からは 「現役の方々の話が聞けてよかった」 「演劇好きばかり

で恥ずかしがらず楽しめた」 「また開催してほしい」 といった感想が寄せ

られました。

一般公募ワークショップ 「はじめてのぶたい～えんげき編～」
１月23日（木）18:00～20:00
会場：宇土市民会館大ホール
参加者：６名

事業説明に伺った際に、 教頭先生から 「伝える力、 コミュニケーション

がこの学校の課題なので、 ぜひやってほしい」 との声をいただき、 住吉

中学校でワークショップを行うことが決まりました。 参加者は２年生38名。

最初に生徒たちを見た印象は緊張しているというより、 おとなしいという

感じでしたが、 アイスブレイクを通じて徐々にリラックスし、 「イスとり鬼ごっ

こ」 では最初の印象が噓のように賑やかになりました。 休み時間には、

友達同士でアイスブレイクをし、 すっかり和んでいるようでした。

後半からは、 チームに分かれお題を出して正解したチームから座って

いく 「ジェスチャーゲーム」 を行いました。 正解できないチームもありまし

たが、最後まで諦めず一生懸命伝える姿、受け取ろうとする姿は正にコミュ

ニケーションの理想的な形のように感じました。 さらに 「物話をつなげる

ゲーム」 では、 恥ずかしさから言葉に詰まる生徒もいましたが周りがフォ

ローし合い、 待つ姿がとても印象的で連帯感の強さが感じられました。

参加した生徒は「自分から何か人に伝えるのは苦手だけどジェスチャー

ゲームでみんなが理解しようとしてくれて嬉しかった」 「仲が深まったよう

に感じた」 等の感想がありました。 教頭先生からは 「普段は話しても返

事が返ってこないが、 これが本来の子どもたちの姿なんですね」 という言

葉をいただき、 心に残りました。

住吉中学校アウトリーチ
１月23日（木）13:25～15:15
会場：住吉中学校 体育館
参加者：38名（２年生）
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●この事業への参加動機
宇土市民会館の演劇事業は、これまで主に鑑賞事業が中心で、演劇ワークショップは開催できていませんでした。

今回リージョナルシアター事業を活用し、 演劇のワークショップをとおして、 活力ある地域づくりの第一歩にしたいと

考えました。 併せて、 地域独自のプログラムをホールと派遣アーティストが協同で企画することで、 職員の企画 ・ 制

作能力の向上を目指します。 また、 本事業で繋がる市民とのネットワークや、 制作ノウハウを蓄積することで、 鑑賞

事業以外の演劇事業として翌年以降も継続的な取り組みにつなげていきたいと考えました。

●企画・実施において苦労した点
当館では初めての鑑賞以外での演劇事業、 かつ初めて事業を担当するということもあり、 知識や経験がほぼ無い

状態での取り組みでした。 そのため、 企画から実施まで全てに苦労しましたが、 特に対象の選定と時間配分に悩み

ました。

当初、 ワークショップを行う中学校は、 学習発表会で演劇をしている学校と、 芸術文化に触れる機会が少ない遠

方の学校２校を含む３校に決めていました。 しかし、 できるだけ多くの人に届けたいという思いがあり、 時間の偏りが

出ないように配慮しました。 とはいえ、 演劇の基盤が全くない地域へのアプローチ方法が分からず、 結果的に時間

が余ってしまいました。 その後、打合せで 「公募ワークショップにチャレンジしてはどうか」 とのアイディアをいただき、

さらに、 １回目派遣でワークショップを行った中学校から教員向けのワークショップを希望される申し出があり、 対象と

時間配分を決めることができました。

●プログラムを実施した成果
今回、初めての演劇事業を担当し、多くの試みを行うことができました。学校へのアウトリーチやインリーチ、公募ワー

クショップなど、 さまざまな活動を通じて多くの成果を得ました。

参加した生徒や教員からは、 「また参加したい」 「別の学年にも受けさせたい」 「今後に活かしていきたい」 といっ

た感想をいただき、 学校とのネットワークづくりや連携強化、 さらに会館の役割をアピールすることにも繋がったと感

じています。

また毎年開催される、 すぐ隣の中学校の学習文化発表会では、 練習中に生徒たちが 「どうすればより良いもの

になるか」 と意見を出し合ったり、先生が 「ワークショップを思い出して頑張って」 と励ましたりする姿が見られました。

このようなコミュニケーションの姿勢は、音楽やダンス以上に演劇が持つ力を感じさせ、演劇が生徒たちのコミュニケー

ション能力向上に貢献していることを実感しました。

公募ワークショップでは、 「演技を一から学びたい」 「進路に演劇を取り入れたい」 という声もあり、 演劇があまり

根付いていない宇土市にも需要があることが確認できました。 この経験を通じて、 演劇事業を継続することで、 音楽

やダンスと同じように演劇の文化も広がっていく可能性を感じました。

また、 この事業を通して、 企画から実施まで多くのことを経験し、 「ワークショップ」 というものへの考え方が大きく

変わったと感じています。 以前は 「何をするか」 に意識を向けていましたが、 これからは 「なぜするのか」 を意識

的に考えるようになりました。

反省点として、 トラブルが発生した際の想定や、 情報の収集 ・ 共有が不足していたと感じました。 これらの点が

今後の課題として残り、 次回に活かすべきポイントだと思います。

●今後の展望
今後は、対象とした所以外にも 「表現」 に興味をもってもらいたいです。 今回は学校という 「教育」 をメインにワー

クショップを行いましたが、 「福祉」 「地域づくり」 等にもアプローチしていき、 更なるネットワークづくりを目標として

います。

これまで会館で行ってきた活動の経験と、 今回学んだノウハウを組み合わせることで、 今後は目的や対象に応じ

た新たな企画を考え、 市民が多様な文化芸術を享受できる場を提供できるような会館を目指していきたいと思いま

す。

担当者の報告・評価
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アーティストレポート

火の国 （宇土市民会館） にロックな男あり

田上　豊

宇土市 （うとし） は、 熊本県の中央部にある市。 小西行長の城下町としても知られ、 中世から交通の要地

であり豪族たちがその支配をめぐって争いを続けてきた。 近代以降も、 熊本県における一つの商工業の拠点で

あり続けた。 1958年 （昭和33年） 市制施行。 宇土半島の北半分を占め、 西部に有明海を臨む。 御輿来 （お

こしき） 海岸は、 日本の渚100選に認定されている。 （Wikipediaより抜粋）

今回担当させていただいた宇土市民会館は、 宇土市の中央部にあり、 キャッチコピーは、 「つながる、 ひろがる、

たのしくなる」。 これまでの事業では、 音楽を主体とし、 特に太鼓などの伝統芸能にも積極的に取り組んできた文化

会館である。 実際に出向いてみれば、 劇場のバックヤードに錚々たる数の大太鼓が保管してあり、 その光景は圧巻

だった。 有明海の潮風に吹かれながらこの大太鼓を叩く情景を想像しただけでも素敵な感じがする。 （実際に海沿

いでは叩かないのかもしれないけど）

ここ数年、地域創造の公共ホール音楽活性化事業（通称、おんかつ）や公共ホール現代ダンス活性化事業（通称、

ダン活） を経験し、 その後、 演劇のリージョナルシアター事業に応募してくるホールが増えている。 そして、 リージョ

ナルシアター事業の全体研修会の場で 「無限に広がる地域課題に対し、 あなた方の船 （ホール） は、 演劇でどの

ように切り込んでみますか？」 というアーティストからの問いかけに面食らうホール担当者、という場面によく遭遇する。

地域創造の支援事業の経験館ならば、 ダン活やおんかつでも同じようなことを言われてきただろうに…などと思いつ

つ、 リージョナル以外でそういう問いかけがどれくらいされているのかを一度きちんと聞いてみたい。

宇土市民会館に話を戻そう。 リージョナル事業についてほぼ無知の状態で颯爽と全体研修会に現れたのが宇土

市民会館職員のI氏 （メイン担当者） である。 研修という名目で連れてこられた 「人生初の東京」 に興奮していた

彼は、 研修会のすべてが真新しく感じられ、 他者と積極的に繋がろうとし、 とにかく最後まで楽しかったそうだ。 図ら

ずも宇土市民会館のキャッチコピー 「つながる、 ひろがる、 たのしくなる」 を研修の場で体現してしまったI氏だった

が、 その後、 リージョナルの実施までは実に忙しかった。 会館の通常業務の傍らで、 リージョナルのために宇土市

内の関係各所に話に行ったり、 ワークショップのチラシの準備に追われたり、 地域創造の別の研修事業に参加して

友達を増やしたり、 リージョナルにアシスタントで参加したヒロシ君と長崎で飲んだり…。 そのあとにもなんやかんやあ

りつつ、 メールがバンバン来たり、 来なくなったりを繰り返しながら、 二つの季節に跨った長期戦のすべてを無事に

終えた時、 「夢のような時間が終わって寂しい」 と彼は泣いた。 その姿を見た私たちは 「成長していくあなたの姿が

見れなくなる方が寂しい」 と思った。 のちに 「あのフィードバックの時、 俺、 泣いてたのバレてました？」 とI氏に聞

かれたが、みんな大人だから 「バレるもなにもあんた、涙でメガネが曇って化け物みたいな白メガネになっとったやん。

さらにいえば、 メガネと眉毛の間から若干水蒸気上がっとったし」 …とは、 言わなかった。

リージョナルの宿命である単年度の縛り。 やっといろんなことをお互いに共有できたのに！　というタイミングで事業

が終わり、 「次年度からは地域創造は関われないけど、 継続性については真摯に考えてね」 という重い宿題を残し

て帰るリージョナルシアター事業。 宇土市の三つの中学校で演劇ワークショップの嵐を巻き起こし、 その余波で中学

校の先生たちのインリーチまで頑張って実現させたんだから、 この後どのように展開していくのか、 I氏と宇土市民会

館の皆さんの企画立案・運営に期待し、見守っていきたい。 追伸、私は熊本の出身で、ハンドボール演劇出身 （そ

んなジャンルはないが） なのだから、 会館の真っ隣にある 「中学のハンドボール界隈で最強の送球部を持つ宇土K

城中」 といつかハンドボールと芸術でコラボする企画をお願いします。
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